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第５節 縄文前期～晩期（Ⅲ層）の調査

Ⅲ層からは，縄文時代の前期から晩期にかけての土器が出土している。以下では，それぞれの時

期ごとに区分して報告したい。

（１）前期末から中期初頭土器

①深浦式土器

2201，2202は，やや外反する口縁部で，口唇部に４～６本組の刻目を一定間隔で入れる。口唇部

の一部には，突起をもつ。文様は，口縁部に刻目のある環状の細い粘土紐を貼り付け，その周辺に

米の字状の沈線及び連点を施していることから，深浦式土器であると考える。

（２）中期土器

①春日式土器

2203は底部しかないが，上げ底である点と底面の内外面が貝殻条痕によるものであること，それ

に器壁が厚くない点から，春日式土器であると考えられる。春日式土器の中でも，前谷段階によく

みられるタイプである。

②大平式土器

2204，2205は，やや内湾ぎみに立ち上がる口縁部で，口唇部は平に面とりする。口唇部の一部に

突起をつくり，頂部に３つの刻目を入れる。文様は口縁上部に限られ，細めのヘラ状工具，もしく

は先端がささけた工具で，角張った渦巻き文や鋸歯状文を施してある。このような特徴から，中期

後半に位置づけられる大平式土器であると考えられる。

大平式土器は，宮崎県串間市大平遺跡出土土器を標式とするもので，宮崎県と鹿児島県で出土す

るものの，単独で遺跡を構成する例はみられず，その実態は不明である。中尾田Ⅲ類土器から系譜

が引けることは，大方が認めることであり，分布についても宮崎県南部から鹿児島県本土に限られ

ることも明らかである。鹿児島市（旧吉田町）向得原遺跡や霧島市（旧福山町）一本松遺跡の事例

から，阿高式土器との時間的な関係が示唆される。本例にみられるような突起は，並木式土器や阿

高式土器でも多用され，両者の関係が窺える。いずれにしても，集成を含めた体系的な研究が望ま

れる土器型式である。

（３）中期末から後期初頭土器

2206は口径31.6㎝，器高33.2㎝，底径15.0㎝に復元できる土器である。安定した底部から内湾ぎ

みに立ち上がる器形である。文様は口縁部に限られ，指頭による凹点を下から順に三段施す。そし

て，最後に口唇部の上から凹点を加えることによって，口縁端部は細かな波状となっている。指頭

による凹点は，左手の親指によるものと推察され，凹点内の右側に爪と考えられる痕跡がある。胴

部外面の器面調整はケズリ様のナデによるものであり，口縁部付近はヨコ方向に，それ以下は縦方

向に仕上げられている。文様帯とそれ以下の器壁に厚さの違いはみられない。底面は上げ底気味に

なるが，残った面積が狭く，鯨の脊椎骨圧痕があるかどうかは確認できない。胎土には肉眼でも観

―1―
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察できるほど，滑石が含まれている事がわかる。滑石の中には，金色の雲母にも見える部分があ

り，地域的な特徴をつかむきっかけになれば興味深い。

以上の特徴は，文様が口縁部に限られ，しかも段を持つことなく文様帯をつくる事から，阿高式

土器と南福寺式土器を兼ね備えるものであると考えられる。九州の西海岸側に分布の中心をもつ阿

高式系土器が，薩摩半島の内陸部から出土した点が興味深い。

（４）後期土器

①南福寺式系土器

2207～2213は，口縁部下位をケズリによる器面調整をおこなうことによって，口縁部文様帯を強

調する土器である。内湾ぎみになるもの（2212）もあれば，外反ぎみになるもの（2210）もみられ

る。また，ほとんど文様帯をもたない（2207）のような例もある。これらの口唇部は平に面とり

し，凹点もしくは工具先端を斜位に刺突している。

一般的にみられる南福寺式土器は滑石粒を含み堅緻なイメージがあるが，本遺跡の出土例は火山

ガラスを多く含み，軟質の感がある。日置市（旧伊集院町）上ノ平遺跡で指摘されたように，この

土器がどこで，誰によってつくられたのか追究することが課題である。

2214は安定した底部から内湾する浅鉢形土器である。底面にはスダレ状にみえるモジリ編みの圧

痕がみられる。類例があまり無い器形であるが，底面に圧痕をもつ点や鹿児島市山ノ中遺跡でも内

湾する浅鉢形土器があることから，この時期に位置づけた。

第341図 前期・中期土器

2201

2202

2203

2204

2205

０ 10㎝

―2―
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第343図 阿高式土器完形

22
06

０
10
㎝
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（５）後期前半土器

2215は，丸みを帯びた胴部から，わずかにくびれて外開きする口縁部に至る土器であり，口唇部

はやや丸く仕上げる。文様は頸部から上位に施すが，文様の意匠は不明である。器面調整は内外面

ともナデによるものであり，器壁はそれほど厚くない。胴上部から口縁部にかけては，煤の付着が

認められる。このような特徴に近い土器は，鹿児島市山ノ中遺跡でもみられ，既存の型式名では呼

べない土器である。事例を増やすことによって，何らかの名称を付けていかなければならない点が

今後の課題である。

①山ノ中タイプの文様を施す土器

2216は，底部を欠くものの，ほぼ全形がわかる土器である。細めの底部から外傾しながら立ち上

がり，胴上部で直行ぎみに口縁部に至る器形である。口唇部は内傾に仕上げている部分もみられ

る。器面調整は，内外面とも粗い貝殻条痕によるものである。文様は口縁端部よりやや下に施さ

れ，右上がりの大波文が二段に描かれる。

第345図 後期土器⑴

2207
2208

2209 2210

2211

2212

2213

2214

０ 10㎝

―6―
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第346図 後期土器⑵

2215

2216

2217

０ 10㎝

―7―
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山ノ中タイプの文様は，鹿児島市山ノ中遺跡をはじめ，宮崎県南部から鹿児島県本土にかけて分

布するもので，時間差も窺える。本例は，特徴が指宿式土器に近いものであり，やや後出のもので

あると考えられる。

2217は，胴上部から上が欠けた土器である。器形や器面調整が，指宿式土器に近い。底面が削ら

れている点が特徴である。少なくとも鹿児島市山ノ中遺跡ではみられなかった仕上げの方法であ

り，今後の追究が望まれる。

②指宿式土器

2218～2220は，色調や胎土が指宿地方の土器に近いものである。2219，2220は靴形文をモチーフ

とするものであり，三輪晃三氏によって「成川Ｋ式」と呼ばれている。

2221，2222は，やや黄色みを帯びた土器であり，2222の文様は山ノ中タイプの文様が崩れた最終

段階を思わせるものである。

③市来式土器

2223，2224は口縁部を断面三角形状に肥厚させ，上面を文様帯とする土器である。2223は貝殻復

縁の刺突とともに，口縁端部に沿って刻目を施す。2224は貝殻復縁による斜位の刺突文を巡らす。

④円盤状土製加工品

2225は直径4.2㎝，厚さ0.8㎝，重さ12.0ℊを測り，土器片を円盤状に加工したものである。加工

面は丁寧に研磨されている。胎土を含めた全体の雰囲気から，市来式土器の段階に該当するもので

はないかと考える。用途は不明であるが，数個体にも満たない市来式土器の中に１点の円盤状土製

加工品がある点は，何らかの示唆を与えているものと思われる。

（６）晩期土器

①深鉢形土器

胴上部で内側に屈曲し，口縁端部が肥厚する器形であり，内外面ともヨコ方向の条痕による器面

調整である点が特徴である。2226は口縁部が2.1㎝幅で肥厚し，2227は1.0㎝幅で肥厚する。2228は

肥厚部分が大きく外側に開くものである。2229は口径44.0㎝に復元できる土器であり，施文もみら

れる。胴上部の屈曲部には丸みをもつ大ぶりの突帯が巡り，二つを単位とする刻目が間隔をあけて

施される。口縁部の肥厚帯もやや丸みを帯びており，鰭状突起間の口唇部には沈線が施される。山

形の突起を中心にして，左右に鰭状の突起が配置される。山形突起の頂部には凹点がみられる。中

央の突起の下には，二条の突帯の間にＸ字状の突帯が施される。このような文様は，出水市大坪遺

跡出土の浅鉢形土器にもみられ，この時期の特徴の一つでもある。2230は屈曲部から口縁部までが

短く，肥厚帯もない。

2231～2233は屈曲部の痕跡をわずかに留める感じをもつものであり，直口もしくは内湾する。

2234～2236は胴上部で屈曲することなく，そのまま開く器形であると考えられる。2236の肥厚部

分は5.0㎝幅と広い。2234，2235の口縁部は肥厚せず，口唇部を丸くおさめる。

底部は台形状の脚台に近いものであり，底面に木の実かなにかの圧痕をもつものもみられる。

―8―
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②浅鉢形土器

2237は体部上部で凹線風の段をもち，内湾させながらさらに凹線風の段を境に外側に開く口縁部

をもつ。口縁端部の内面にも凹線風の段をもつ。口唇部の一部にはリボン状の突起を中心にして，

左右に鰭状の突起が配されていると推察される。

2238は外反する体部から口縁部付近で内湾し，口縁端部が短く開く器形である。口縁端部の屈曲

第349図 晩期土器⑶

2233

2234

2235

2236

０ 10㎝
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部及び体部との境には沈線が巡り，口縁部内面にも一条の沈線が巡る。口縁部のつくりかたは，黒

川式土器の浅鉢形土器に近い。外面の上部には煤が付着しており，加熱に使用したことが窺える

が，調理用であったのかどうかは不明である。

2239は完形品に復元できるものであり，口径23.3㎝，器高12.0㎝，底径9.4㎝を測る。底部縁辺

は丸みを帯び，二条の沈線を巡らす。大きく外反する体部から，屈曲して軽く内湾する口縁部へ至

る器形である。屈曲部の外面は断面半円形の突帯を巡らし，内面は段がみられる。口縁部は四つの

波頂部があり，その間に鰭状突起を配してあると推察される。口縁端部に沿って外側には沈線を施

し，内面は鰭状突起の部分のみ沈線を施す。

2240，2241は同一個体と考えられる。直線的に開く体部から，内湾する口縁部に至る。口縁部と

体部の境に凹線を巡らし，口縁端部は器壁を薄くすることによって玉縁状に仕上げてある。二つの

大きな波頂部をもち，低い部分には鰭状の突起をあしらっていると推察される。

2242～2245は，同一個体と考えられる。底部から口縁部まで残存する丁寧なつくりの土器であ

る。やや不安定な底部から大きく開く体部へ至る器形であり，口唇部は平に面とりしてある。外面

は三か所に，内面は一か所に二条の沈線を入れて突帯風に仕上げてある。なお，外面には赤色の顔

料が塗られており，蛍光Ｘ線分析による定性・定量分析及び電子顕微鏡観察の結果，ベンガラを使

用していることがわかった。削り出している点や赤色顔料の塗り方などは，木製品の存在を髣髴と

させる。高知県居徳遺跡出土の木製品などと比較する必要がある。

2246，2247は底部であり，縁辺部が丸みを帯びている点が特徴である。2247には少なくとも二条

の沈線が巡っている。

2248はほぼ全形が窺える資料であり，口径は29.5㎝を測る。底面はおそらく接合痕ではずれてい

ると考えられる。体部は軽く内湾しながら開き，上部で強く内側に屈曲する。屈曲部の上に段をも

ち，外反しながら大きく開く口縁部に至る。口縁端部は内外面に凹線風の段をもち，外面はさらに

真ん中を窪めてある。内外面ともミガキによる器面調整であり，全体的に丁寧なつくりである。

2249は胴上部で内側に強く屈曲し，外反しながら口縁部へ至る器形である。口縁部直径よりも屈

曲部の直径の方が大きい。2250，2251も同じものと思われる。このような器形の浅鉢形土器は，類

例は少ないものの薩摩川内市（旧川内市）計志加里遺跡でも出土しており，刻目突帯文土器に伴う

浅鉢形土器に近くなる。

2252はそのまま底部であるのか，接合面ではずれているのか判断がつかない土器である。底面で

あれば不安定な器形であり，これ以外の類例を知らない。もし，接合面ではずれているものである

とするならば，高 の 部と脚部の境となり，二条の突帯を巡らす器形に復元できる。南さつま市

（旧金峰町）高橋貝塚出土の刻目突帯文土器に伴う高 に突帯を巡らすものがあり，関係性が窺え

る。今後の類例を待ちたい。

③組織痕土器

中華鍋形をした土器で，底面に組織痕がみられ，上部外面はナデもしくはミガキ様のナデによる

器面調整である。外面に対し内面は丁寧に磨かれており，すべりもよい。外面上部は煤が付着し，

黒色を帯びている。また，底部は外面が赤褐色であるのに対し，内面は黒味を帯びており，加熱に

―12―
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第350図 晩期土器⑷
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よる使用の状況が窺える。2253などは網目の圧痕をもつものであり，３㎜幅の細かな目をもつ網を

使用している。2254などは幅広の編布編みによるものであり，ヨコ糸は１㎝あたり５本の繊維がみ

られ，一般的なタテ糸間の幅は24㎜である。タテ糸は二本ないし三本を４㎜幅で編んでおり，文様

効果を出している。2255はタテ糸間の幅が５㎜であり，2256は10㎜である。2257は，ヨコ糸は１㎝

あたり７本の繊維がみられ，タテ糸間の幅は６㎜である。繊維の縒りもはっきりしており，タテ・

ヨコともＳ字縒りである。

以上の土器は，深鉢形土器の口縁部が肥厚する点や浅鉢形土器の底部に沈線を巡らす特徴などか

ら，黒川式土器の後に位置づけられる「干河原段階」のものであると考えられる。南さつま市（旧

加世田市）干河原遺跡でまとまって出土して以来，計志加里遺跡や日置市（旧伊集院町）山ノ脇遺

跡で断片的ながら出土例が増え，実態が少しずつ明らかとなってきた。今回，前原遺跡で出土した

干河原段階の土器は，器形がはっきりする点や包含層内での出土ながらセット関係がつかめる点で

大きな成果を得るとともに，新たな課題も提供した。

深鉢形土器は胴上部で内側に屈曲するものが主体を占め，口縁部が肥厚する点が特徴である。上

加世田式土器→入佐式土器→黒川式土器と続いた，口縁部，頸部，肩部，胴部，底部と分かれてい

た境がはっきりしなくなり，これらの土器との差がみられる。一方，内側に屈曲する器形は，次の

段階の刻目突帯文土器に近づきつつあり，新たな時期への転換期に相当すると考えられる。ただ

し，刻目突帯文土器との差は大きく，単に突帯に刻目が加わって刻目突帯文土器が成立したとは言

えない。まだ，二・三の段階が存在すると考えられ，今後抽出していかなければならない。その中

の一つが2230のような突帯をもたずに屈曲する土器であり，枕崎市薙山遺跡に類例がある。

浅鉢形土器については，2239のような器形はこれまでも類例があったが，2242～2245や2248のよ

うな例は初めてであり，今後の参考となる資料である。全ての浅鉢形土器の胎土には火山ガラスが

多量に含まれており，同じ地域内にある仁田尾遺跡出土土器とは異なる。仁田尾遺跡では，火山ガ

ラスが目立つものの他に金色雲母が含まれる浅鉢形土器もあり，製作地を含めてその違いを明らか

にすることが課題である。この点は，深鉢形土器と浅鉢形土器にもいえることであり，胎土の違い

や製作の繊細さなど，製作した人物もしくは集落が同じであるのかどうか追究する必要がある。

一方，他の遺跡と異なる点は，計志加里遺跡で出土した壺形土器がみられないことや，シチュー

鍋形をした器形がみられないことなどがあげられる。時期的な違いなのか，地域的な差なのかを含

めて検討しなければならない課題である。

（７）弥生時代早期土器

2258は，内傾する口縁の端部に粘土紐を巡らし，太めの刻目を施すものである。刻目の施文具は

何によるものか不明である。器面調整は内外面とも条痕によるものである。
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第351図 晩期土器⑸，弥生土器
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石器

Ⅲ層では石鏃108点，磨製石鏃６点，石錐２点，三日月形石器１点，石匙２点，礫器１点，砥石

１点，磨製石斧３点，打製石斧３点，凹石２点，敲石１点，磨石７点，台石１点，石皿15点が出土

した。

石材には，黒曜石・安山岩・ハリ質安山岩・チャート・頁岩・瑪瑙・砂岩等がみられた。

Ⅲ層の石鏃

Ⅲ層の石鏃は，Ａ地区54点，Ｂ地区47点，Ｃ地区７点が出土した。石材は安山岩・瑪瑙・頁岩・

黒曜石・チャートと多種にわたっている。形態も多様であるが，第８図の法量相関図にみられる様

にＡ地点とＢ・Ｃ地点では石鏃の形態に違いがみられた。Ａ地点では縦長傾向があり，Ｂ・Ｃ地点

では50～60％の範中にほとんど納められている。

Ａ地区

2301～2318は側辺が直線的なものである。2301は先端部は鈍く，基部が直線的なものである。

2302も先端部が鈍く，基部の逆刺は円く抉りは浅い。片脚が違う。2303は先端部・片脚部を欠損し

ているが，逆刺が円く抉りの浅いものである。2304・2305は幅広の形態を呈するもので，共に先端

部は鋭いが，基部調整が違う。2304は逆刺が鋭く抉りは浅いが，2305は逆刺が円く抉りも深いもの

である。2306は先端部・片脚を欠損しているが，逆刺は鋭く抉りのやや深いものである。正三角形

を呈す。2307は剥片鏃で先端部は円く，基部は片脚欠損しているが，形態が違っている。逆刺は円

く抉りは深い。2308～2312は二等辺三角形の縦長鏃で，2308は基部の逆刺は円く抉りはやや深い。

片脚欠損しているが，やはり形態が違っている。2309は先端部が鋭く基部は逆刺が円く抉りは深

い。両脚に違いがみられる。2310は先端部が円く，基部は逆刺が鋭く抉りはやや深い。2311は先端

部が鋭く基部が円く抉りが深いものである。2312は帖地型石鏃と呼ばれる縦長の二等辺三角形で，

基部にわずかな抉りの入ったもので最大幅が下方にある。先端部は鋭く，逆刺も鋭くやや深い抉り

を施す。石材は流紋岩を用いている。2313はたんぱく石を石材に用いたもので，先端部・片脚を欠

損しているが，基部の逆刺は鋭いものと考えられ抉りも深い。2314は側辺が鋸歯状を呈するもので

ある。先端部は鋭く基部は欠損している。2315は安山岩を石材に用いたもので，製作途中の未製品

である。最大長3.7㎝，最大幅2.8㎝を測る大型石鏃である。先端部は鋭く基部はやや膨らみ気味で

ある。2316・2317は剥片鏃である。2316は荒いタッチの剥離で整形し，先端部はやや鈍く基部は膨

らみをもつものである。2317は瑪瑙を石材に用いたもので，裏面は基部調整のみで整形を施してい

る。先端部は鋭く，側辺は直線的で基部はほぼ直線である。2318も厚みにある瑪瑙の剥片を素材に

用いたもので製作途中の未製品と考えられる。先端部はやや鋭く，側辺は直線からやや外弯気味で

基部調整がまだ施されていない。2319は正三角形を呈すもので，先端部は鋭く側辺は内弯的で基部

は逆刺が鋭く抉りは浅い。2320は二等辺三角形を呈すもので，先端部は鋭く側辺は内弯気味であ

る。基部は逆刺が円く抉りはやや深い。2321～2324は安山岩を石材に用いたもので，ほぼ同形態で

ある。先端部は鋭く側辺は外弯し最大幅が下方にあるもので，基部の逆刺は鋭く抉りは浅いもので

ある。2325は先端部がやや鈍く側辺は外弯的で最大幅を下方にもち，基部は逆刺が円く抉りはやや

深いものである。2326は幅広いもので，先端部は鈍く側辺は外弯的で基部は欠損しているが抉りは

深い。2327は佐賀県腰岳産の良質の黒曜石を用いたもので，先端部は鋭く側辺は外弯し最大幅を下
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第354図 石鏃（Ａ地区)
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方にとっている。基部の逆刺はやや内向し，鋭く抉りも深いものである。2328は玉髄を石材に用い

先端部が欠損しているが側辺はやや外弯的で最大幅が下方にある。基部の逆刺は鋭く抉りは浅いも

のである。2329は剥片鏃で幅広のものである。先端部は鈍く側辺は外弯的で最大幅は下方にある。

第355図 石鏃（Ａ地区)

０ ５㎝
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第44表 石鏃一覧表（１）

番号 地区 区 層 石 材 先端 側辺 基部 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 備 考

2301 Ａ Ｅ22 Ⅲ 黒曜石桑木津 Ｂ Ａ Ｃ 176.7 9904 0.4 1.7 1.4 0.4 側辺欠

2302 Ａ Ｈ22 Ⅲ 頁岩 ― Ａ Bb 176.6 8999 1.2 2.2 1.9 0.4

2303 Ａ Ｅ22 Ⅲ 黒曜石三船 ― Ａ Ｃ 176.56 10410 1.2 1.8 1.5 0.5 先端・側辺欠

2304 Ａ Ｃ23 Ⅲ 黒曜石針尾 Ｂ Ａ Ab 176.09 9560 0.4 1.3 1.6 0.3 横長

2305 Ａ Ｅ23 Ⅲ 黒曜石針尾 Ｂ Ａ Ba 176.71 10470 0.5 1.5 1.6 0.3

2306 Ａ Ｃ22 Ⅲ ハリ質安山岩 ― Ａ Aa 176.55 9400 0.6 1.6 1.6 0.3 先端・片脚欠

2307 Ａ Ｂ22 Ⅲ ハリ質安山岩 Ｃ Ａ Ba 176.51 16960 0.5 1.7 1.4 0.3 剥片鏃，片脚欠

2308 Ａ Ｄ23 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 Ａ Ａ Ba 176.48 9582 0.8 2.4 1.2 0.5 片脚欠

2309 Ａ Ｃ22 Ⅲ 頁岩 Ｂ Ａ Ba 176.33 9406 0.8 2.5 1.5 0.3

2310 Ａ Ｇ22 Ⅲ 頁岩 Ｃ Ａ Aa 176.87 10520 1.1 2.4 1.5 0.4 片脚欠

2311 Ａ Ｆ22 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 Ｂ Ａ Ba 176.58 10185 1.8 2.8 1.6 0.6

2312 Ａ Ａ23 Ⅲ 流紋岩 Ｂ Ａ Aa 176.66 17507 1 2.6 1.5 0.3 片脚欠，逆刺が直線的で鋭い

2313 Ａ Ａ23 Ⅲ タンパク石 ― Ａ Ba 178.22 16992 0.4 1.4 1.1 0.3 先端・片脚欠

2314 Ａ Ｂ23 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 Ａ Ａ ― 176.45 17518 0.6 1.8 1.3 0.4 鋸歯，片脚欠

2315 Ａ Ｇ23 Ⅲ ハリ質安山岩 Ｂ Ａ Ｃ 176.74 10541 7.9 3.7 2.8 1.1 製作途中

2316 Ａ Ｈ23 Ⅲ ハリ質安山岩 Ｂ Ａ Ｃ 176.38 19478 1.9 2.3 2.2 0.4 製作途中

2317 Ａ Ｄ22 Ⅲ 瑪瑙 Ｂ Ａ Ｃ 176.27 9450 1.2 2.4 1.7 0.4 剥片鏃，側辺欠

2318 Ａ Ｅ23 Ⅲ 瑪瑙 Ｂ Ａ Ｄ 176.54 10660 5.3 2.9 2.7 0.9 製作途中

2319 Ａ Ｈ22 Ⅱ 黒曜石上牛鼻 Ａ Ｂ Ab 176.62 18902 0.4 1.5 1.7 0.3 横長

2320 Ａ Ｆ22 Ⅲ 黒曜石三船 Ｂ Ｂ Ba 176.69 9833 0.7 1.9 1.4 0.4

2321 Ａ Ｃ22 Ⅲ ハリ質安山岩 Ａ Ca Aa 176.37 9411 0.7 2 1.7 0.3

2322 Ａ Ｇ22 Ⅲ ハリ質安山岩 Ａ Ca Ab 176.58 10114 1 2.3 2 0.3

2323 Ａ Ｂ22 Ⅲ ハリ質安山岩 Ａ Ａ Ab 176.38 17060 1.1 2.3 1.9 0.4

2324 Ａ Ｅ23 Ⅲ ハリ質安山岩 Ｂ Ａ Ab 176.86 10475 0.7 1.8 1.6 0.3 石材再確認すること

2325 Ａ Ｇ23 Ⅲ ハリ質安山岩 Ｂ Ａ Bb 176.75 10992 0.4 1.7 1.3 0.2

2326 Ａ Ｄ23 Ⅲ ハリ質安山岩 Ｂ Ａ ― 176.23 12952 0.3 1.2 1.1 0.3 片脚欠

2327 Ａ Ｈ22 Ⅲ 黒曜石腰岳 Ａ Ca Ba 176.43 19215 0.3 1.6 1.3 0.3 片脚欠

2328 Ａ Ｅ22 Ⅲ 玉髄 ― Ca Ab 176.66 9900 0.7 1.6 1.4 0.4 先端欠

2329 Ａ Ａ23 Ⅲ 黒曜石腰岳 Ｂ Ａ Aa 176.53 17888 0.4 1.4 1.4 0.3 剥片鏃

2330 Ａ Ｂ23 Ⅲ 黒曜石針尾 Ａ Ca Aa 176.35 17500 0.8 2.3 1.7 0.3 鋸歯

2331 Ａ Ｂ22 Ⅲ 黒曜石腰岳 ― Ａ Ab 176.48 17066 0.8 1.5 2.2 0.3 先端欠

2332 Ａ Ｂ22 Ⅲ タンパク石 ― Ca Aa 176.31 17885 0.9 2.4 1.2 0.3 帖地型，先端欠

―20―



V02D00 L:HONBUN-14 21 87/01/15/16:50:46 ２本文1-33 前原遺跡 本文14

第356図 石鏃（Ｂ地区)
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基部の逆刺は鋭く抉りはやや深く片脚が違う。2330は先端部が鋭く側辺は外弯的で鋸歯状を呈して

いる。基部の逆刺は鋭く抉りは深い。2331は製作途中で破損した未製品である。先端部は欠し，側

辺の調整を施した部分は直線的である。基部の逆刺は鋭く抉りは浅く，片脚は違っている。2332は

縦長の二等辺三角形をなす帖地型石鏃である。先端部は欠損しているが側辺はやや外弯し，最大幅

を基部から４分の１位のところにもつものである。基部の片脚は違っている。

Ｂ地区

2333は先端部が鋭く側辺が直線的で基部の逆刺は鋭く抉りはやや深いものである。2334は先端部

を欠損しているが側辺はやや外弯的で基部の逆刺は鋭く抉りは浅いものである。2335～2337は同形

態もので，先端部は鋭く側辺は直線的で基部の逆刺は円く抉りはやや浅い。2338は小型鏃で片脚が

違うものである。2339～2341は先端部は鋭く側辺は直線的で基部は逆刺がやや鋭く抉りが浅いもの

である。2342は製作途中が破損した未製品と考えられる。両側辺の厚みに差があり，基部の調整も

施されていない。2343は片脚が欠損しているが，先端部が鈍く側辺は直線的で，基部の逆刺が鋭く

抉りは深い。2344は先端が鈍く側辺は直線的で，基部の逆刺が円く抉りは浅い。2345の先端部は円

く側辺は直線的で，基部の逆刺が鋭く抉りは浅い。2346～2348は鋸歯状の側辺部をもつものであ

る。2346の先端部は鋭く側辺はほぼ直線的である。基部の片脚は欠損しているが，逆刺は円く抉り

はやや深い。2347も2346同様のものであり，鋸歯状の突起物が鋭いのが特徴である。2348は同じ鋸

歯鏃でも突起部がなく両側辺に２か所の抉りが施されている。先端部は欠損し側辺は直線的で基部

第45表 石鏃一覧表（２）

番号 地区 区 層 石 材 先端 側辺 基部 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 備 考

2333 B Ｇ16 Ⅲ ハリ質安山岩 A  A  Aa 178.82 48875 0.4 1.8 1.5 0.2

2334 B Ｈ20 Ⅲ ハリ質安山岩 ― Ca Aa 176.51 23074 0.8 1.5 1.7 0.3 先端欠

2335 B Ｈ19 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 A  A  Ba 176.78 23835 0.6 1.6 1.5 0.3

2336 B Ｃ18 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 B  A  Bb 179.72 30273 0.5 1.4 1.4 0.4

2337 B Ｈ19 Ⅲ 黒曜石桑木津 B  A  Ba 176.60 24043 0.2 1.1 1.2 0.3 小型鏃

2338 B Ａ17 Ⅲ ハリ質安山岩 B  A  Ab 179.55 35464 0.2 1.0 1.0 0.3 小型鏃

2339 B Ｇ20 Ⅲ 黒曜石三船 B  A  Ab 176.63 21834 0.5 1.5 1.5 0.3

2340 B Ｄ16 Ⅲ ハリ質安山岩 ― A  Ab 171.05 28266 0.4 1.6 1.3 0.2 片脚欠

2341 B Ｅ17 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 ― A  Ab 179.59 48712 0.5 1.1 1.5 0.4 先端欠

2342 B Ｂ20 Ⅲ 黒曜石桑木津 ― A ― 176.43 40303 0.6 1.8 1.3 0.4 脚部欠

2343 B Ｃ20 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 B  A  Aa 176.26 38181 0.3 1.5 1.1 0.2 片脚欠

2344 B Ｆ16 Ⅲ ハリ質安山岩 B  A  Bb 179.48 46594 0.9 2.2 1.7 0.4 片脚欠

2345 B Ｆ20 Ⅲ ハリ質安山岩 C  A  Ab 176.68 21923 0.8 2.0 1.6 0.4

2346 B Ｅ17 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 A  A ― 179.41 48701 0.9 2.1 1.7 0.4 鋸歯，片脚欠

2347 B Ｈ20 Ⅲ 黒曜石針尾 B  A  Bb 176.45 23084 0.6 1.6 1.3 0.4 鋸歯

2348 B Ｈ19 Ⅲ 黒曜石上牛鼻 ― B  Ba 176.75 24937 1.0 2.4 1.8 0.3 側辺抉り有，鋸歯

2349 B Ｆ17 Ⅲ 黒曜石針尾 ― A  Aa 179.08 639 0.6 1.6 1.8 0.3 先端欠

2350 B Ｈ19 Ⅲ 黒曜石腰岳 ― B  Ba 176.53 24904 0.9 2.0 1.6 0.4 製作途中

2351 B Ｈ19 Ⅲ チャート A  A  Bb 177.01 23625 1.2 2.5 1.8 0.3

2352 B Ｇ19 Ⅲ チャート A  Ca  C 171.05 33648 1.0 2.2 1.5 0.3 片脚欠

2353 B Ｇ20 Ⅲ ハリ質安山岩 B  Ca Ab 176.68 21873 1.1 2.0 1.8 0.3

2354 B Ｇ19 Ⅲ ハリ質安山岩 B  Ca  D 177.04 23813 0.9 2.1 1.4 0.4 片辺欠

2355 B Ｃ18 Ⅲ ハリ質安山岩 B  Ca  Bb 179.88 30220 0.6 1.5 1.7 0.2 横長

2356 B Ｄ20 Ⅲ 黒曜石針尾 A  Ca  Ba 176.41 38400 0.7 2.0 1.6 0.3 鋸歯

2357 B Ｈ20 Ⅲ 黒曜石針尾 B  Ca  D 176.47 22462 0.8 2.0 1.4 0.4 製作途中

2358 B Ｅ16 Ⅲ 黒曜石三船 179.60 44734 1.0 1.9 1.3 0.4 未製品
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の逆刺は円く抉りは深い。2349は先端部を欠損しているが基部付近に突起物を１か所施しているも

のである。2350は先端・片脚が欠損しているが側辺がやや内弯しているもので，基部の逆刺は円く

抉りは深いものである。

2351～2354は側辺がやや

外弯的で最大幅が下方に

あるもので形態が二等辺

三角形を呈すものであ

る。2351・2352はチャー

トを石材に用い，基部の

逆刺は鋭くほぼ直線的な

もの，やや抉りが入るも

のがある。2355は幅広の

石鏃で，先端部は鋭く側

辺は外弯的で最大幅が下

方にあり，基部の逆刺は

鋭く抉りは浅いものであ

る。

2356は鍬形鏃と呼ばれ

ているもので，先端部が

鋭く側辺は外弯的で最大

幅が下方にあり，基部の

第357図 石鏃（Ｃ地区)
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第358図 Ⅲ層出土石鏃法量相関図（長さ×幅)

3.0
㎝

2.0

1.0

長
さ

幅 1.0 2.0 3.0㎝

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ地区

2：1 3：2 1：1

第46表 石鏃一覧表（３）

番号 地区 区 層 石 材 先端 側辺 基部 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 備 考

2359 C Ｇ５ Ⅲ 黒曜石桑木津 A  A  Ac 179.08 13678 0.1 0.9 0.8 0.2 小型鏃，片脚欠

2360 C Ｅ３ Ⅲ ハリ質安山岩 A  B  Ac 178.69 11033 1.3 2.7 1.5 0.4 鋸歯

2361 C Ｄ６ Ⅱ ハリ質安山岩 ― B  Ab 177.68 13900 0.3 1.3 1.2 0.3 先端欠

2362 C Ｈ９ Ⅲ 黒曜石針尾 B  Ca  Ba 178.46 15927 0.4 1.3 1.4 0.3 鋸歯，横長

2363 C Ｅ５ Ⅲ 黒曜石腰岳 ― Ca Ba 177.69 12417 1.0 2.1 1.9 0.3 先端・片脚欠，鋸歯
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逆刺は円く抉りは深いものである。2357は基部調整が施されないもので，先端部及び側辺部は交互

剥離により調整を施し，基部は剥片のままである。2358は剥片鏃で側辺部の調整剥離が施されてい

るのみで，形態的に石鏃の範疇にはいるのか疑問が生じるところである。

Ｃ地区

2359は小型鏃である。桑ノ木津留産の良質の黒曜石を石材に用い，先端は鋭く側辺は直線的で，

基部は直線的である。2360は安山岩を石材に用いた二等辺三角形の縦長鏃である。先端部は鋭く側

辺は直線的で鋸歯鏃を呈している。片脚を欠損しているが基部は鋭く抉りはやや浅いものである。

2361は先端部を欠損しているが側辺は内弯的で基部の逆刺は鋭く抉りもやや深いものである。2362

は幅広の石鏃で，側辺は鋸歯状を呈す。先端は鋭く側辺は外弯し最大幅が下方にある。鋸歯は突起

部の鋭いものである。基部の逆刺は鋭く抉りはやや深いものである。2363は佐賀県腰岳産の良質の

黒曜石を石材に用いたもので，先端部・片脚が欠損している。側辺部は外弯的で鋸歯状を呈し，突

起物は鋭い。基部の逆刺は円く抉りは深いものである。

磨製石鏃

2364～2369はⅢ層出土の磨製石鏃で扁平無茎なものである。2364は接合資料である。側辺部のみ

であるが，側辺は直線的で鎬・研磨痕とも明瞭である。2365は唯一形態のわかるもので，先端部は

鋭く，側辺部は外弯的で最大幅が下方にあり，基部は逆刺が鋭く抉りが浅いものである。鎬・研磨

痕とも明瞭である。2366・2367は先端部・基部が欠損しているが，側辺部が外弯的で最大幅を上方

にもつタイプである。2368は基部が欠損しているもので，先端部は円く側辺部は直線的なものであ

る。2369は赤色頁岩を素材に用いたもので，先端部・基部は欠損しているが，側辺部は外弯し最大

幅が下方にあるものである。鎬は明瞭である。

石錐

2370・2371は長崎県針尾系統の良質の黒曜石を石材に用いた石錐である。2点ともＧ―21区，Ⅲ層

出土で，2379は先端部を欠損しているが，側面を交互剥離によって調整している。2371は長さ4.8

㎝を測るもので，厚みのある横長剥片を用いている。基部調整はみられないが，測辺・先端部には

丁寧な調整が施されている。
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第359図 磨製石鏃・石錐
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石器一覧表（１）

番号 器 種 石 材 地区 区 層 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 備 考

2364 磨製石鏃 頁岩 B Ｅ21 Ⅲ 176.3 24470 1.9 3.4 1.9 0.3

176.36 24000
2365 磨製石鏃 頁岩 B Ｅ21 Ⅲ 0.5 1 1.5 0.2

176.31 24011

2366 磨製石鏃 頁岩 B Ｆ21 Ⅲ 176.65 21500 0.3 1.1 1.2 0.2

2367 磨製石鏃 頁岩 B Ｇ17 Ⅲ 178.94 48313 0.6 1.7 1.3 0.2

2368 磨製石鏃 頁岩 B Ｈ19 Ⅲ 176.75 23831 0.9 2.4 1.5 0.3

2369 磨製石鏃 頁岩 B Ｄ16 Ⅲ 179.69 33200 0.9 2.8 1.3 0.2 赤色頁岩

2370 石錐 黒曜石西北 B Ｇ21 Ⅲ 177.42 20851 2 3.5 1.1 0.6

2371 石錐 黒曜石西北 B Ｇ21 Ⅲ 176.67 20112 4.8 4.2 1.8 1.5

2372 三日月形石器 頁岩 A Ｇ22 Ⅲ 176.72 10000 0.7 2.7 1.1 0.3

2373 石匙 黒曜石針尾 A Ｅ22 Ⅲ 176.54 10423 4.9 2.9 3.3 0.6

2374 石匙 頁岩 A Ｈ22 Ⅲ 176.56 19010 14.0 5.1 3.8 1.0

2375 スクレイパー チャート A Ｅ22 Ⅲ 176.33 10420 14.8 6.1 4.3 1.2
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第360図 三日月形石器・石匙
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三日月形石器

2372は，頁岩の剥片を石材に用いた三日月形を呈した石器である。長さ2.7㎝，幅1.1㎝の薄い剥

片の両側面に調整剥離を施した石器である。

石匙

2373・2374はⅢ層から出土した石匙である。2373は，横型の石匙でつまみ部は丁寧な抉りが施さ

れ，身部は刃部のみの調整が施されている。刃部の調整は両面調整（両刃）であり，直線的な刃部

をもつ。長崎県針尾産の黒曜石を石材に用いている。2373は，頁岩を石材に用いたもので，縦型の

石匙である。ラフな抉りでつまみ部を作り，つまみ部は身部に対して大きく，両測辺に刃部を施し

ている。やはり直線的な刃部で，頁岩を石材に用いている。

スクレイパー

2375は，チャートを石材に用いたスクレイパーである。つまみ部を形成しようとした抉り痕もみ

られるが，つまみ部がはっきりしないためスクレイパーで取り上げた。片側面に両面調整を施し直

線的な刃部である。
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第361図 礫器・砥石

０ 10㎝
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石器一覧表（２）

番号 器 種 石 材 地区 区 層 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 備 考

2376 礫器 安山岩 B Ｆ21 Ⅲ 176.25 25507 675.0 16.3 10.3 3.9

2377 砥石 頁岩 B Ｅ21 Ⅲ 175.94 28376 93.0 12.1 4.4 1.5

礫器

2376はＦ21区Ⅲ層から出土した安山岩を石材に用いた礫器である。重量は675ℊを測る大型の剥

片を利用し，側面の一端に片面からの剥離を施したものである。

砥石

2377は頁岩を石材に用いた砥石である。裏面は欠損しているが，表面と両側面に研磨痕がみられ

る。研磨器である。

石斧

2378～2382は石斧である。全て頁岩を石材に用いている。2378は川原石をそのまま利用し，全周

に研磨が認められ刃部は蛤刃である。完形品である。2379は磨製石斧の刃部である。片刃をなす。

2380は頁岩の大型剥片を利用した有肩石斧である。基部を欠損しているが，肩部に交互剥離により

抉りを施したものである。2381・2382は打製石斧の基部である。
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凹石・敲石・磨石

Ⅲ層からは凹石２点，敲石１点，磨石２点が出土した。

凹石

2383は安山岩を石材に用い，石鹸状を呈した磨り面のある凹石である。４面６か所に凹みがみら

れる。2384は砂岩を石材に用いたもので，磨り面・敲打痕がみられる凹石である。敲打痕は下端部

に顕著にみられる。凹みは３面５か所にみられる。

敲石

2385は楕円形の砂岩を石材に用いたもので，磨り面・敲打痕のみられる敲石である。

磨石

2386・2387は磨り面のみられる磨石である。2386は安山岩を，2387は砂岩を石材に用いている。

2387は石鹸状を呈している。

第362図 石斧

０ 10㎝

2378

2379
2380

2381

2382

石器一覧表（３）

番号 器 種 石 材 地区 区 層 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 備 考

2378 磨製石斧 頁岩 Ｂ Ｇ20 Ⅲ 176.67 21171 140.0 8.7 5.0 1.8

2379 磨製石斧 頁岩 Ｂ Ｅ17 Ⅲ 179.74 48665 4.4 2.5 2.6 1.1 刃部

2380 打製石斧 頁岩 Ｂ Ｇ17 Ⅲ 178.90 47777 111.1 14.3 6.7 1.5 有肩石斧、完形品

2381 打製石斧 頁岩 Ｂ Ｅ17 Ⅲ 179.72 48645 14.2 4.3 2.4 1.7

2382 打製石斧 頁岩 Ｃ Ｈ7 Ⅲ 178.86 13972 52.0 5.7 4.2 1.5

―28―



V02D00 L:HONBUN-14 29 87/01/15/16:50:46 ２本文1-33 前原遺跡 本文14

第363図 凹石・敲石・磨石

０ 10㎝

2383

2384

2385

2386

2387
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石皿

Ⅲ層出土の石皿は12点出土した。凹み

のないもの４点，凹みが弓状のもの５

点，凹みが深いもの３点である。2388は

欠損品であるが，安山岩を石材に用い，

周縁加工を施し，縁を残して中央部が断

面で弓状に凹むものである。2389も安山

岩を石材に用い，周縁加工が施され凹み

が深い注ぎ口の部分である。

第364図 台石・石皿

０ 20㎝

2388

2389

石器一覧表（４）

番号 器 種 石 材 地区 区 層 形式 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 石鹸状 備 考

2383 凹石 安山岩 Ｂ Ｃ16 Ⅲ Ab 180.01 27882 305.0 9.6 6.3 3.4 ○ 4面⑥

2384 凹石 砂岩 Ｂ Ｃ18 Ⅲ Ad 179.88 30260 365.0 10.5 6.2 4.2 3面⑤

2385 敲石 砂岩 Ｂ Ｇ21 Ⅲ Ba 175.97 27176 452.0 12.2 6.0 4.6

2386 磨石 安山岩 Ｂ Ｂ20 Ⅲ Ca 176.53 47156 745.0 11.2 10.5 4.5

2387 磨石 砂岩 Ｂ Ｆ17 Ⅲ Ca 179.11 49720 655.0 11.6 8.8 3.8 ○

石皿一覧表

番号 型式 石 材 地区 区 層 標 高 遺物番号 重量ℊ 長さ㎝ 幅㎝ 厚み㎝ 備 考

2388 Ⅱ a 安山岩 B Ｃ18 Ⅲ 179.69 30311 2810 12.7 16.9 9.3

2389 Ⅲ a 安山岩 B Ｄ15 Ⅲ 179.66 27640 1810 16.1 14.3 7.4

Ⅰ 砂岩 B Ｄ16 表 140 5.9 4.9 2.9

Ⅱ a 安山岩 B Ｃ20 表 176.9 37249 530 8 7.1 8.2

Ⅰ 安山岩 B Ｃ17 Ⅲ 179.95 30350 200 5.8 4.6 4.7

Ｆ19 Ⅲ 177.39 36493
Ⅰ 安山岩 B 395 9 8.5 6.3

Ｆ14 Ⅴ 179.06 52524

Ⅰ c 安山岩 B Ｃ18 Ⅲ 179.88 30242 1660 18.3 7.8 6.8

Ⅰ c 安山岩 B Ｈ17 Ⅲ 178.15 60090 570 7.7 7.2 7.4

Ⅱ 砂岩 B Ｂ18 Ⅲ 179.69 35092 520 9.2 8.8 4.3

Ⅱ a 安山岩 B Ｈ16 Ⅲ 178.95 47325 510 9.3 9.5 4.7

Ⅱ b 安山岩 B Ｃ12 Ⅲ 178.72 26648 885 14.2 8 4.8

Ⅱ c 安山岩 B Ｂ20 Ⅲ 176.49 41139 750 9.6 6.9 8

Ⅲ a 安山岩 B Ｈ17 Ⅲ 178.73 47434 1140 15 10.5 5.8

Ⅲ a 安山岩 B Ｈ17 Ⅲ 178.34 58879 1670 13.2 12 8.4

―30―



V02D00 L:HONBUN-14 31 87/01/15/16:50:46 ２本文1-33 前原遺跡 本文14

第６節 古代・中世の調査

古代から中世にかけての遺構・遺物は多くなかったが，15区から23区のⅡ層（黒色腐植土）～Ⅲ

層上部（黄褐色土）で須恵器・土師器・青磁などが出土した。

須恵器

2401は須恵器甕の胴部で，外面は格子状叩き，内面が平行状叩きが見られ，色調は青灰色を呈し

たものである。2402も甕の胴部で，外面を平行状叩き，内面に同心円状叩きが見られるもので，や

はり青灰色の色調を呈する。2403は須恵器壺の胴部である。外面は格子状叩き，内面を横ナデによ

り調整している。細砂粒を多く含むものの，焼成は良好で外面は赤茶褐色，内面は灰色を呈してい

る。

土師器

2404は土師器のヘラ切り底部をもつ である。色調は黄灰色を呈し，胎土は黄灰色でよく精選さ

れ，わずかに砂粒を含む。口径14.0㎝，底部径7.0㎝，器高5.5㎝を測る。体部と底部の境が丸く，

体部の立ち上がりが急で，斜め上方に直線的にのびるものである。

2405は内面に赤色顔料を塗り込めた内赤土器で，ヘラ切り離しのあとナデ仕上げをしたふくらみ

気味の底部である。胎土は精選され，焼成は良好である。

2406は土師器の椀である。口径13.4㎝，底径7.8㎝，器高7.1㎝を測る。高台は外向し端部を丸く

おさめたものである。斜め上方に直線的にのびる体部である。胎土は精製され，焼成は良好であ

る。2407は，椀の口縁部である。口縁部端はまるみをもつもので，内外面ともナデ整形を施してい

る。2408は，内面のみ黒く研磨した内黒土師器の椀で，底径7.2㎝を測るものである。器面をヘラ

磨きし，内面を黒色に燻したもので光沢をもつ。

遺物一覧表

施文・調整 色 調
番号 区 層 器種 部位 備 考

外 面 内 面 外 面 内 面

2401 Ａ22 Ⅱ 甕 胴部 格 子 状 平 行 状 青 灰 色 青 灰 色 須恵器

2402 Ｂ22 Ⅱ 甕 胴部 平 行 状 同心円状 青 灰 色 青 灰 色 須恵器

2403 Ｈ19 Ⅱ 壺 胴部 格 子 状 横 ナ デ 赤 茶 褐 色 灰 色 須恵器

2404 Ｄ21 Ⅱ 完形 ナ デ ナ デ 浅 黄 橙 浅 黄 橙 土師器

2405 Ｄ21 Ⅲ 底部 ナ デ ヘラ磨き にぶい黄橙 橙 内赤土師器

2406 Ｂ21 Ⅲ 椀 完形 ナ デ ナ デ 浅 黄 橙 浅 黄 橙 土師器

2407 Ｆ21 Ⅲ 椀 口縁 ナ デ ナ デ 橙 橙 土師器

2408 Ｃ21 Ⅲ 椀 底部 ナ デ ヘラ磨き 浅 黄 黒 内黒土師器
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第366図 土師器

０ 10㎝

2401

2402

2403

2404 2405

2406

2407

2408
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P:INATOMI G:TRY J:MAEBARU2 キ：キャビネット 引：トライ社 バ：前原遺跡２

第47表 土器一覧表１（Ａ地区遺構）
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第48表 土器一覧表２（Ａ地区遺構）
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第49表 土器一覧表３（Ｂ地区遺構）
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第50表 土器一覧表４（Ｂ地区遺構）

―37―



V02D00 L:HONBUN-15 38 87/01/15/16:50:58 ２本文p34-60 前原遺跡 本文15

第51表 土器一覧表５（Ｂ地区遺構）
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第52表 土器一覧表６（Ａ地区）
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第53表 土器一覧表７（Ａ地区）
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第54表 土器一覧表８（Ａ地区）
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第55表 土器一覧表９（Ａ地区）
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第56表 土器一覧表10（Ａ地区）
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第57表 土器一覧表11（Ａ地区）
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第58表 土器一覧表12（Ａ地区）
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第59表 土器一覧表13（Ｂ地区）
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第60表 土器一覧表14（Ｂ地区）
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第61表 土器一覧表15（Ｂ地区）
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第62表 土器一覧表16（Ｂ地区）
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第63表 土器一覧表17（Ｂ地区）
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第64表 土器一覧表18（Ｂ地区）
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第65表 土器一覧表19（Ｂ地区）
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第66表 土器一覧表20（Ｂ地区）
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第67表 土器一覧表21（Ｂ地区）
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第68表 土器一覧表22（Ｂ地区）
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第69表 土器一覧表23（Ｂ地区）
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第70表 土器一覧表24（Ｂ地区）
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第71表 土器一覧表25（Ｂ地区）
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第72表 土器一覧表26（Ｂ地区）
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第73表 土器一覧表27（Ｃ地区）
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P:INATOMI G:TRY J:MAEBARU2 キ：キャビネット 引：トライ社 バ：前原遺跡２

第74表 土器一覧表28（Ｃ地区）
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第75表 土器一覧表29（Ｃ地区）
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第76表 土器一覧表30（縄文前期～晩期）
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第77表 土器一覧表31（縄文前期～晩期）
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第78表 土器一覧表32（縄文前期～晩期）
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第Ⅴ章 まとめにかえて

前原遺跡の調査成果概要について，縄文時代早期前半期を中心にまとめてみたい。まず，時間的

な変遷の目安となる土器の出土状況について検討し，集落の様相について検討したい。

（１）縄文時代早期土器について

前原遺跡で出土した早期土器は12類に分類した。これらのうち，前半期のものは１～９類が該当

する。調査区は，地形的なまとまりからＡ，Ｂ，Ｃ地区に分けたが，出土土器からも３者３様の状

況がみられた。

Ａ地区では，７類（石坂Ⅰ式）と８類（石坂Ⅱ式）土器のいわゆる石坂式系土器を中心に，４類

（小牧３Ａタイプ)，５類（吉田Ⅱ式)，６類（吉田Ⅲ式）土器の吉田式系土器が多く出土した。ま

た，３類（加栗山式）土器も比較的多く出土している。

Ｂ地区では，２類（志風頭式）と３類（加栗山式）土器が出土土器のほぼ９割を占めた。

Ｃ地区では，４類（小牧３Ａタイプ）土器を中心に，１類（前平式）土器や３類（加栗山式）土

器が出土した。

土器の分類は，１類から９類へと時間的に変遷していくと考えている。そのことを考慮すると，

１類（Ｃ）→２類（Ｂ）→３類（Ａ，Ｂ，Ｃ）→４類（Ａ，Ｃ）→５～９類（Ａ）となり，おお

まかにＣ地区→Ｂ地区→Ａ地区という流れがみえてくる。なかでも特徴的なことは，２類土器の段

階は，ほぼＢ地区の独壇場であるということ，３類土器はほぼ全域で出土するということ，７類や

８類のいわゆる石坂式系の土器は，Ａ地区に集中して出土することなどがあげられる。

さて，本遺跡から出土した土器の中で，量的に多いのが２類（志風頭式）土器，３類（加栗山

式）土器，７類（石坂Ⅰ式）土器であった。特に２類土器は，これまで出土した遺跡の中で最も量

が多い遺跡となった。完形品およびそれに近い資料も多く，南九州の縄文時代早期貝殻文系土器の

豊かな文化を彩る好情報となった。

２類土器や３類土器の段階は，円筒形・角筒形・レモン形という３種の器形がセットとして存在

することが知られている。本遺跡からも円筒形や角筒形はもちろん，これまで少なかったレモン形

の土器も多く出土した。さらに，本遺跡の特徴として，２類土器の角筒土器が非常に多いというこ

とがある。破片資料が多いことから，３種の器形の比率は不明であるが，調査及び整理作業を通じ

て，角筒形が円筒形を凌駕している感触を受けた。どうしても円筒形が主で，角筒形は少量伴う程

度のようなイメージが強い中，角筒形が主であった段階があるかも知れないという情報は，極めて

新鮮である。

（２）縄文時代早期集落について

本遺跡では，遺構も多く検出された。内容は竪穴住居跡が25基（Ａ，Ｂ地区でそれぞれに12基，

Ｃ地区で１基)，土坑が304基（Ａ：136基，Ｂ：81基，Ｃ：87基)，連穴土坑が11基（Ａ：５基，

Ｂ：６基)，集石遺構が15基（Ａ：10基，Ｂ：３基，Ｃ：２基）であった。

竪穴住居跡のあり方を中心に集落の様相を地区ごとに検討してみたい。Ａ地区は12基の竪穴住居

跡が検出された。本文中で何度も触れたが，Ａ地区では「ハ」字形に竪穴住居跡が検出された。住

居跡列が東西にそれぞれ４基，８基検出された。ただし，これらの中には近接あるいは重複してい
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るものもあり，12基が同時存在したわけではない。

出土土器をみると，Ａ地区で最も多くみられた７類（石坂Ⅰ式）土器が１号，４号，５号，６類

（吉田Ⅲ式）土器が２号，６号，３類（加栗山式）土器が８号から出土している。また，圧倒的に

Ｂ地区で出土している２類（志風頭式）土器が１号，６号で出土していることも注目される。いず

れにしても，出土土器から時期を限定するには情報が少ない。ただし，当時の人々がＡ地区の土地

を利用する際に，何らかの意識が働き，それぞれの列が対峙するような段階があった可能性はある。

Ｂ地区でも12基の竪穴住居跡が検出された。ここでみられる傾向で注目される点は，２基が近接

して検出されている例が４か所も見られることである。２号と５号，４号と12号，６号と７号，８

号と９号がそうである。また，今回は遺構として取り扱わなかったが，10号の西隣には２ｍ四方の

浅い落ち込みがあったことも付け加えておきたい。

これら２基が同時に存在したのか否かの問題は，竪穴住居の構造の問題と大きく関係してくる

が，ほぼ全てが１ｍ程度しか離れていないことを考慮すれば，通常，同時存在は否定的に考えざる

を得ない。しかし，一方ではすべて１ｍ程度の間隔をもつ。つまり近接しているけれども決して重

複はしていない点も重要である。時間差があるにしても，何らかの意識が働いている可能性が高い

と考えられる。また，Ａ地区と同様に「ハ」字形の配列を成していると考えられないこともない。

つまり，西側に４号，８号，９号，10号の４基，東側に12号，６号，７号，３号の４基がそれぞれ

列を成しているとの見方である。

出土遺物をみると，２類（志風頭式）土器が５号，８号，９号，10号，11号，３類（加栗山式）

土器が１号と12号，２類と３類の両方出土しているのが３号と４号となっている。やはり，包含層

中の出土遺物と同様に，２類土器が含まれている例が多い。ここの特徴は，竪穴住居跡内からの出

土遺物が多いということもあるが，完形ないしそれに近い形の資料が多いという点は特筆すべきで

あろう。

Ｃ地区からは１基のみの検出であった。主たる出土遺物が１類（前平式）土器と，４類（小牧３

Ａタイプ）土器ということで，若干，集落の様相もＢ，Ｃ地区とは異なっている。Ｃ地区とした台

地そのものも，Ａ，Ｂ地区よりも狭小であるし，何よりも台地南側が大きく崩壊ないし削平されて

いるため，多くの資料が失われている可能性が高い点は注意しておきたい。

竪穴住居の構造復元に関して，積極的な情報を得ることはできなかったが，Ａ地区の２号，３

号，４号やＢ地区の１号のように，竪穴＋周囲を巡る柱穴状ピット群という組み合わせの可能性を

もつ遺構の存在が明らかとなった。これは，後に上野原遺跡（霧島市）からも検出されて注目され

た形態であるが，Ａ地区の例のように，狭小な竪穴の場合，あるいは竪穴内部に柱穴状ピットが検

出されない場合等に検討しなければならない形態と考える必要があろう。

ちなみに，竪穴住居跡の平均床面積は，Ａ地区が5.14㎡，Ｂ地区が6.29㎡であった。南九州で多

くの竪穴住居跡が検出された他遺跡の例を見ると，加栗山遺跡（鹿児島市）が7.39㎡，上野原遺跡

が6.65㎡，建昌城跡（姶良町）が3.97㎡であることから，ほぼ同規模のデータが得られたといえる。

とにかく，これらの竪穴住居跡に，連穴土坑や底面に小ピットをもつ土坑を含む多くの土坑，あ

るいは集石遺構等を加えた豊富な遺構の在り方は，当該期の集落研究に欠くことのできない貴重な

情報であることは間違いなく，今後の研究・検討の大きな材料となった。
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南九州貝殻文系土器の使用痕

ここでは，ススやコゲ，あるいは赤化などと言った土器の使用痕について，南九州貝殻文系土器

に焦点を絞って見ていきたい。今回特に注目したのは，器面の赤化と黒色化の２点である。黒色化

については，ススを伴う場合もあるが，多くの場合は微量であったため，帯状あるいはそれが想定

できる資料について対象とした。なお，本文中に示した遺物の多くにこのような痕跡が認められた

が，紙面の都合上ごく一部のみしか紹介できなかった。

円筒形の傾向としては，1296・260・2048のように，内面の黒色化帯の上場ラインと外面の黒色化

帯の下場ラインとが近い位置にあるものが認められた。また，外面ではこの下位にくるものは赤化

部分である。底部に関しては，底部内面の胴部立ち上がり部分にコゲが付着しているものと立ち上

がり部分には認められずその更に上位に見られるものなど，一様でなかった。さらに，全体的に言

第371図 土器使用痕⑴
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えることであるが，破片を異にすると，極端に黒色化の度合いが違う場合がある。埋没後の様々な

条件によって起こりうる場合があるが，ススなどの付着状況などから考えると，水洗作業を行う際

には慎重を期したい。

角筒形については，円筒形と同じようなものとして58が挙げられる。また，1093の内面には水平

ラインを呈する黒色化帯が認められる。次の特徴としては，角部及びその周辺に黒色化が比較的多

第372図 土器使用痕⑵
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第373図 土器使用痕⑶
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く認められる点がある。角と言うこともあり，手入れが行き届かなかったことも想定されるが，口

縁部内面から生じている場合もあり留意しておきたい。底部に関しても，胴部立ち上がり部分に黒

色化が見られる場合も多く，円筒形との明確な違いを見出すには至っていない。ただし，1149に関

しては特筆しておきたい。1149は，胴部下半から底部に至る破片資料である。外面には１面におい

て胴部下半に黒色化が認められ，内面には複数の面を跨いで斜位に黒色化帯がめぐる。特に帯の下

方が上方よりも黒色が強く，土器を火にかける際に，傾けて使用していた可能性が考えられるもの

である。ただ，このような資料は他にはなく，偶発的な可能性も否定は出来ないため，今後類例の

増加を待ちたい。

レモン形に関しては，出土資料自体が少ないこともあり，６と1286について提示できるに留まった。
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P:INATOMI G:TRY J:MAEBARU2 キ：キャビネット 引：トライ社 バ：前原遺跡２

前原遺跡出土土器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

ここでは，本遺跡から出土した土器のうち，縄文早期の土器を主体とした土器胎土36点の薄片分

析を行い，その材質（胎土）の特徴を把握すると同時に，各時期の土器胎土との比較や周辺地質と

の比較を行った。

１ 試料と分析方法

胎土分析には，現在様々な分析方法が用いられているが，大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求

める方法と化学組成を求める方法とがある。前者は，粉砕による重鉱物分析や薄片作製などが主に

用いられており，後者では，蛍光Ｘ線分析が最もよく用いられている方法である。今回の試料のよ

うに比較的粗粒の砂粒を含み，低温焼成と考えられる縄文土器が中心となる分析では，前者の方が

胎土の特徴が捉えやすいこと，地質との関連性を考えやすいことなどの利点がある。さらに前者の

方法の中でも薄片観察は，胎土中における砂を構成する鉱物，岩石片および微化石の種類なども捉

えることが可能であり，得られる情報は多い。したがって，ここでは薄片作製観察法による胎土分

析を行う。

薄片は，試料の一部（粘土試料は樹脂による固化の後）をダイアモンドカッターで切断，正確に

0.03㎜の厚さに研磨して作製する。薄片は岩石学的な手法を用いて観察し，胎土中に含まれる砂粒

を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を明らかにする。

また，胎土の基質については，孔隙の分布する程度と砂の配列及び孔隙などの方向性の確認，基

質を構成する粘土が，焼成の結果どの程度ガラス化してどの程度粘土鉱物として残存しているか，

酸化鉄などの鉄分の含まれる程度について定性的に記載する。試料には，試料番号１～36が付され

ており，各試料の記載の詳細については，一覧にして表１に示す。

２ 結果

胎土分析の結果を表２に示す。各試料に共通して認められる，あるいは特定の試料にしか認めら

れない鉱物片や岩石片の種類とその量から特徴を把握し，以下に述べるＡ～Ｄ類までの胎土分類を

見出した。なお，各試料の分類結果については表１に併記する。

Ａ類：鉱物片は斜長石を主体とし，少量または微量の石英と不透明鉱物を伴い，微量のカリ長

石，斜方輝石，単斜輝石，角閃石を含む。試料によっては，微量の白雲母，黒雲母，緑レン

石などの鉱物片も認められる。岩石片は，凝灰岩，流紋岩・デイサイトおよび花崗岩類（多

結晶石英含む）の３者を含む（一部の試料ではこれらのうちの２者）ことを特徴とし，さら

に微量の火山ガラスと植物珪酸体を含むことも特徴となる。試料によっては，チャートや頁

岩などの堆積岩類や黒曜岩，粗面岩などの火成岩類および結晶片岩などの変成岩類を微量伴

うこともある。なお，凝灰岩は溶結凝灰岩様を呈する。

Ａ類とした胎土は，今回の試料では最も多く認められる胎土であり，36点中23点がＡ類に

分類される。時期別では，全て早期とされた試料であり，早期の試料27点中23点がＡ類であ

る。土器型式分類では，２，３，４類の全点がＡ類であり，５類の４点のうち３点，７類の

３点のうち２点，13類の２点のうち１点がそれぞれＡ類である。さらに９，10，11a及び11
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bの試料もＡ類に分類された。

Ｂ類：火山ガラスを比較的多く含むことを特徴とする。火山ガラスは平板状のバブル型とスポン

ジ状に発泡した軽石型とが混在する。なお，鉱物片および岩石片の種類構成は，Ａ類とほぼ

同様である。今回の試料では，Ａ類に次いで多い胎土であり，10点の試料がこれに分類され

る。時期別では，縄文時代後期および晩期とされた試料全点と古墳以降の土器の１点，さら

に，縄文時代早期とされた試料に２点認められる。土器型式では，指宿式系，組織痕，浅

鉢，成川式土器の各試料がＢ類に分類され，７，13類にもそれぞれ１点認められた。

Ｃ類：鉱物片では石英が比較的多く，これに少量の斜長石と黒雲母を伴い，微量のカリ長石や不

透明鉱物などが含まれる。岩石片では，花崗岩類が比較的多いことが特徴であり，他に微量

の凝灰岩，流紋岩・デイサイト，火山ガラス，植物珪酸体が含まれる。これに分類される試

料は，縄文時代早期の土器型式５類とされた試料番号18，６類とされた試料番号19の２点で

ある。

Ｄ類：鉱物片では，石英，斜長石，アクチノ閃石，不透明鉱物が比較的多く，他に微量のカリ長

石，輝石類，角閃石，白雲母，緑レン石，ジルコンが含まれる。岩石片では，チャートと緑

色片岩が比較的多く，他には微量の頁岩，凝灰岩，流紋岩・デイサイト，花崗岩類などが含

まれる。また，微量の海綿骨針も認められた。これに分類される試料は，縄文時代中期の阿

高式土器とされた試料番号28の１点のみである。

３ 考察

今回の薄片観察によって把握される胎土中の砂粒の鉱物片・岩石片の種類構成は，胎土を構成す

る粘土や砂の採取地における地質学的背景を反映していると考えられる。今回の試料では，Ａ～Ｄ

までの４種類の胎土が分類されたことから，その材料の採取地として，地質学的背景の異なる４つ

の地域の存在が推定される。

Ａ類から推定される地質学的背景は，凝灰岩が溶結凝灰岩様であることや流紋岩・デイサイトと

される岩石片およびバブル型の火山ガラスが含まれることから，流紋岩質の火砕流堆積物が主体で

あり，これにチャートや頁岩などの堆積岩類からなる地質と花崗岩類の地質とが混在する。前原遺

跡周辺の地質については，九州地方土木地質図編纂委員会（1985)，鹿児島県地質図編集委員会

（1990)，日本の地質「九州地方」編集委員会（1992）などの記載から確認することができる。前

述したように，本遺跡が位置する台地を構成する地質はいわゆるシラスであり，その岩質は輝石流

紋岩質の火砕流堆積物に相当する。また，下谷口川の上流域には白亜紀の堆積岩類からなる四万十

累層の分布が局所的ではあるが記載されていることから，本遺跡の位置する台地下の下谷口川流域

の砕屑物中には，堆積岩類に由来する砕屑物が混在していることが推定される。これらの地質学的

背景は，Ａ類から推定される地質とほぼ一致する。ただし，Ａ類の要素である花崗岩類について

は，前原遺跡周辺に分布を見ることができない。薩摩半島北部における四万十累層中には，新第三

紀中新世に貫入した深成岩類の岩体が各地に点在していることが知られているが，上述した下谷口

川上流域の四万十累層中にも同様の小岩体が貫入しているとすれば，下谷口川の谷内の砕屑物中に

も花崗岩類の岩石片が混在している可能性はある。これについては，実際に下谷口川の谷内の堆積
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物を確認する必要がある。この花崗岩類の由来は課題として残されるが，Ａ類から推定される地質

学的背景は，本遺跡周辺の地質学的背景と概ね一致すると考えて良さそうである。すなわち，Ａ類

の胎土に分類される土器の材料採取地は，下谷口川流域内に所在する可能性がある。

Ｂ類は，鉱物片および岩石片の種類構成はＡ類とほぼ同様であることから，Ａ類と同様に，その

材料採取地は下谷口川流域内に所在する可能性がある。その特徴である多量の火山ガラスは，火砕

流堆積物に由来すると考えられるが，特に火山ガラスの多く含まれる部分を材料としたことがＡ類

との違いであると考えられる。

Ｃ類から推定される地質学的背景は，花崗岩類を主体とする地質であり，これにＡ類と同様の流

紋岩質の火砕流堆積物および堆積岩類の分布が混在する。地質図上に記載されている，前原遺跡か

ら最も近い花崗岩類の分布域は，上述した新第三紀中新世の深成岩体の一つである日吉町の向江山

岩体である。さらに離れた位置には金峰山を構成している同様の深成岩体である金峰山岩体もあ

る。これらの岩体の周辺には，シラスおよび四万十累層も分布していることから，Ｃ類の地質学的

背景をこれらの岩体周辺域に求めることができる。したがって，Ｃ類に分類された土器の材料採取

地は，下谷口川流域ではない可能性が高く，近くとも日吉町や金峰町などのシラス台地下の堆積物

と推定される。

Ｄ類の特徴である緑色片岩については，鹿児島県内にはその広域的な分布を認めることができな

い。最も近い分布域としては，熊本平野背後の九州山地に分布する中生代ジュラ紀の変成岩である

間の谷変成岩をあげることができる。さらに，間の谷変成岩の分布域周辺には，肥後帯と呼ばれる

白亜紀の花崗岩類からなる地質と古生代～中生代の堆積岩類からなる秩父累帯が分布し，熊本平野

を取り巻く山地の地質を構成している。したがって，熊本平野に堆積する砕屑物中には，これらの

地質に由来する砕屑物が混在し，Ｄ類のような鉱物片・岩石片種類構成が推定される。現時点では，

Ｄ類の胎土を熊本平野産であると確定するものではないが，薩摩半島の遺跡から出土した縄文土器

の胎土としては，その異質性に注目すべきであると考える。

各胎土分類の由来する地域性は以上に述べた通りであり，縄文時代早期，後期および晩期の土器

のほとんどは本遺跡周辺（下谷口川流域）の堆積物を材料としている可能性がある。しかし，早期

の中の一部や中期の土器には，Ｃ類やＤ類など，おそらく前原遺跡からは遠隔地で製作されたこと

が予想される胎土も認められた。また，今回の薄片分析調査による胎土分類と発掘調査所見による

土器型式分類との相関性も認められる。今後は，周辺遺跡も含めた各時期各型式の土器および自然

堆積物の分析事例を蓄積し，比較することにより，薩摩半島北部における縄文土器の製作，使用状

況に関わる，より具体的な資料の作成が可能と考える。

引用文献

鹿児島県地質図編集委員会 1990「鹿児島県地質図 縮尺10万分の１ 鹿児島県」

九州地方土木地質図編纂委員会 1985「20万分の１ 九州地方土木地質図」

日本の地質「九州地方」編集委員会 1992「日本の地質９ 九州地方」
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表１ 試料一覧

試料№ 取上番号 型式 胎土 時 代

1 60664 ２類 Ａ 縄文早期

2 52484 ２類 Ａ 縄文早期

3 57473 ２類 Ａ 縄文早期

4 62223 ２類 Ａ 縄文早期

5 55290 ３類 Ａ 縄文早期

6 56585 ３類 Ａ 縄文早期

7 42756 ３類 Ａ 縄文早期

8 35719，53644 ３類 Ａ 縄文早期

9 14082，4334 ３類 Ａ 縄文早期

10 3888 10類 Ａ 縄文早期

11 16920 ４類 Ａ 縄文早期

12 14350 ４類 Ａ 縄文早期

13 16729，15988 ４類 Ａ 縄文早期

14 5460 ４類 Ａ 縄文早期

15 16920 ５類 Ａ 縄文早期

16 18124 ５類 Ａ 縄文早期

17 18763 ５類 Ａ 縄文早期

18 12296 ５類 Ｃ 縄文早期

19 9173 ６類 Ｃ 縄文早期

20 8004 ７類 Ａ 縄文早期

21 4439 ７類 Ａ 縄文早期

22 15580 ７類 Ｂ 縄文早期

23 2925，4505 ９類 Ａ 縄文早期

24 18224 11b類 Ａ 縄文早期

25 13097 11a類 Ａ 縄文早期

26 40291 13類 Ａ 縄文早期

27 17896 13類 Ｂ 縄文早期

28 17878 阿高式 Ｄ 縄文中期

29 9646 指宿式系 Ｂ 縄文後期

30 10805 指宿式系 Ｂ 縄文後期

31 21032 組織痕 Ｂ 縄文晩期

32 23197 組織痕 Ｂ 縄文晩期

33 22493 組織痕 Ｂ 縄文晩期

34 1308 浅鉢 Ｂ 縄文晩期

35 9785 浅鉢 Ｂ 縄文晩期

36 22285 成川式 Ｂ 古 墳
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表
２
⑴

胎
土
薄
片
観
察
結
果

砂
粒

砂
粒

の
種

類
構

成

鉱
物

片
岩

石
片

そ
の

他

試 料 番 号

土 器 型 式

全 体 量

淘 汰 度

最 大 径

孔 隙 度

方 向 性

粘 土 残 存 量

含 鉄 量

備
考

石 英

ト リ デ ィ マ イ ト

カ リ 長 石

斜 長 石

斜 方 輝 石

単 斜 輝 石

角 閃 石

酸 化 角 閃 石

ア ク チ ノ 閃 石

パ ン ペ リ ー 石

白 雲 母

黒 雲 母

緑 廉 石

電 気 石

ジ ル コ ン

不 透 明 鉱 物

チ ャ ー ト

頁 岩

砂 岩

凝 灰 岩

黒 曜 岩

流 紋 岩 ・ デ イ サ イ ト

粗 面 岩

ガ ラ ス 質 安 山 岩

安 山 岩

多 結 晶 石 英

花 崗 岩 類

石 英 斑 岩

結 晶 片 岩

黒 雲 母 片 岩

緑 色 片 岩

緑 色 岩

鉄 石 英

火 山 ガ ラ ス

植 物 片

海 綿 骨 針

珪 藻

植 物 珪 酸 体

1
2

○
×

2.
9

＋
△

＋
＋

＋
＋

＋
○

＋
＋

＋
○

×
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
軽
石
型
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
凝

灰
岩
は
溶
結
凝
灰
岩
様
で
，
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が

多
い
。

2
2

○
×

4.
3

＋
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

＋
＋

△
×

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
軽
石
型
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
凝

灰
岩
は
溶
結
凝
灰
岩
様
で
，
褐
色
に
粘
土
化
し
て
い

る
も
の
が
多
い
。

3
2

○
×

1.
7

＋
○

△
＋

＋
＋

＋
＋

△
＋

＋
＋

＋
△

×
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
軽
石
型
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
流

紋
岩
は
，
マ
イ
ク
ロ
ラ
イ
ト
や
晶
子
を
伴
う
も
の
が

多
い
。

4
2

○
×

3.
2

＋
○

＋
＋

＋
＋

△
＋

△
△

△
＋

＋
△

○
○

△

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

を
呈
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
植
物
珪
酸
体
は
数

百
粒
程
度
含
ま
れ
て
い
る
。

5
3

○
×

1.
2

＋
△

＋
＋

＋
△

△
△

＋
△

△
○

×
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
軽
石
型
が
多
く
含
ま
れ
る
。
植
物
珪

酸
体
は
，
粗
粒
で
極
細
粒
砂
サ
イ
ズ
の
も
の
も
多
く

認
め
ら
れ
る
。
流
紋
岩
は
ガ
ラ
ス
質
で
ト
リ
デ
ィ
マ

イ
ト
を
含
む
も
の
な
ど
が
あ
る
。
凝
灰
岩
・
流
紋
岩

は
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。

6
3

◎
×

2.
4

△
＋

○
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

△
×

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

を
呈
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

7
3

○
△

0.
9

＋
○

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

×
◎

△
凝
灰
岩
・
流
紋
岩
は
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。

8
3

○
△

1.
0

＋
○

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

×
○

＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

を
呈
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

9
3

○
×

2.
1

＋
○

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

○
×

○
△

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
植
物
珪
酸
体
は
数
百
粒
程
度
含
ま
れ
て
い

る
。
凝
灰
岩
・
流
紋
岩
は
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多

い
。

10
10

○
×

3.
8

＋
○

＋
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

△
＋

＋
＋

△
×

△
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
素
地
は
，
試
料
表
面
部
に
お
い
て
幅
１
㎜
以

下
の
厚
さ
で
淡
褐
色
を
呈
す
る
部
分
が
帯
状
に
分
布

す
る
。
内
部
は
黒
褐
色
を
呈
す
る
。
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表
２
⑵

胎
土
薄
片
観
察
結
果

砂
粒

砂
粒

の
種

類
構

成

鉱
物

片
岩

石
片

そ
の

他

試 料 番 号

土 器 型 式

全 体 量

淘 汰 度

最 大 径

孔 隙 度

方 向 性

粘 土 残 存 量

含 鉄 量

備
考

石 英

ト リ デ ィ マ イ ト

カ リ 長 石

斜 長 石

斜 方 輝 石

単 斜 輝 石

角 閃 石

酸 化 角 閃 石

ア ク チ ノ 閃 石

パ ン ペ リ ー 石

白 雲 母

黒 雲 母

緑 廉 石

電 気 石

ジ ル コ ン

不 透 明 鉱 物

チ ャ ー ト

頁 岩

砂 岩

凝 灰 岩

黒 曜 岩

流 紋 岩 ・ デ イ サ イ ト

粗 面 岩

ガ ラ ス 質 安 山 岩

安 山 岩

多 結 晶 石 英

花 崗 岩 類

石 英 斑 岩

結 晶 片 岩

黒 雲 母 片 岩

緑 色 片 岩

緑 色 岩

鉄 石 英

火 山 ガ ラ ス

植 物 片

海 綿 骨 針

珪 藻

植 物 珪 酸 体

11
4

○
×

1.
6

＋
＋

○
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

△
○

＋

素
地
は
試
料
表
面
部
に
お
い
て
淡
褐
色
，

内
部
に

お
い
て
褐
色
を
呈
す
る
。
植
物
珪
酸
体
は
，
粗
粒
で

極
細
粒
砂
サ
イ
ズ
の
も
の
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。

12
4

○
△

1.
1

＋
＋

○
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

＋
＋

△
△

△
×

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
軽
石
型
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
植
物

珪
酸
体
は
，
粗
粒
で
極
細
粒
砂
サ
イ
ズ
の
も
の
も
多

く
認
め
ら
れ
る
。

13
4

○
△

1.
5

＋
＋

○
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

＋
＋

＋
＋

○
×

○
＋

凝
灰
岩
・
流
紋
岩
は
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。

14
4

○
×

2.
1

△
＋

○
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

＋
＋

○
○

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
植
物
珪
酸
体
は
数
百
粒
程
度
含
ま
れ
て
い

る
。

15
5

○
×

2.
3

＋
＋

○
＋

＋
＋

△
＋

△
△

＋
＋

○
×

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
軽
石
型
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
植
物

珪
酸
体
は
数
百
粒
程
度
含
ま
れ
て
い
る
。

17
5

○
△

1.
2

○
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

△
○

＋

素
地
は
，
試
料
表
面
部
が
淡
褐
色
で
，
内
部
は
褐
色

を
示
す
。
火
山
ガ
ラ
ス
は
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お

よ
び
軽
石
型
が
認
め
ら
れ
る
。

18
5

○
△

1.
3

△
○

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

△
△

△
○

＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
軽
石
型
が
卓
越
す
る
。

19
5

◎
×

2.
5

○
＋

△
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

＋
＋

△
×

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
素
地
は
黒
雲
母
質
。

20
6

○
×

2.
2

○
＋

△
＋

＋
＋

△
＋

＋
△

＋
＋

△
○

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
素
地
は
黒
雲
母
質
。

21
7

◎
×

3.
2

△
＋

○
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

○
△

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
数
粒
程
度
含
ま
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー

ル
型
お
よ
び
軽
石
型
が
認
め
ら
れ
る
。
孔
隙
は
網
目

状
の
ク
ラ
ッ
ク
と
し
て
分
布
す
る
。
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表
２
⑶

胎
土
薄
片
観
察
結
果

砂
粒

砂
粒

の
種

類
構

成

鉱
物

片
岩

石
片

そ
の

他

試 料 番 号

土 器 型 式

全 体 量

淘 汰 度

最 大 径

孔 隙 度

方 向 性

粘 土 残 存 量

含 鉄 量

備
考

石 英

ト リ デ ィ マ イ ト

カ リ 長 石

斜 長 石

斜 方 輝 石

単 斜 輝 石

角 閃 石

酸 化 角 閃 石

ア ク チ ノ 閃 石

パ ン ペ リ ー 石

白 雲 母

黒 雲 母

緑 廉 石

電 気 石

ジ ル コ ン

不 透 明 鉱 物

チ ャ ー ト

頁 岩

砂 岩

凝 灰 岩

黒 曜 岩

流 紋 岩 ・ デ イ サ イ ト

粗 面 岩

ガ ラ ス 質 安 山 岩

安 山 岩

多 結 晶 石 英

花 崗 岩 類

石 英 斑 岩

結 晶 片 岩

黒 雲 母 片 岩

緑 色 片 岩

緑 色 岩

鉄 石 英

火 山 ガ ラ ス

植 物 片

海 綿 骨 針

珪 藻

植 物 珪 酸 体

22
7

○
○

0.
9

○
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

○
△

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
数
粒
程
度
含
ま
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー

ル
型
お
よ
び
軽
石
型
が
認
め
ら
れ
る
。

23
7

○
○

0.
9

＋
△

＋
＋

＋
＋

＋
＋

○
＋

×
×

○
＋

中
～
多
量
程
度
含
ま
れ
る
火
山
ガ
ラ
ス
は
，
バ
ブ
ル

ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
。
素

地
は
，
試
料
表
面
部
に
お
い
て
淡
褐
色
，
内
部
に
お

い
て
黒
褐
色
を
呈
す
る
。

24
9

○
×

1.
7

△
＋

○
＋

＋
＋

＋
＋

△
＋

＋
＋

＋
△

×
○

＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
多
く
認
め

ら
れ
，
褐
色
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。

16
11
b

○
△

1.
5

△
＋

△
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

＋
△

△
＋

＋
＋

＋
△

＋
△

◎
◎

＋
素
地
に
は
緑
色
片
岩
由
来
の
ア
ク
チ
ノ
閃
石
が
散
在

す
る
。

25
11
a

○
×

1.
7

△
＋

○
＋

＋
△

＋
＋

＋
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

○
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
数
粒
程
度
含
ま
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー

ル
型
が
認
め
ら
れ
る
。
孔
隙
は
網
目
状
の
ク
ラ
ッ
ク

と
し
て
分
布
す
る
。

26
13

○
×

2.
5

△
＋

○
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

＋
○

○
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
数
粒
程
度
含
ま
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー

ル
型
が
認
め
ら
れ
る
。
孔
隙
は
網
目
状
の
ク
ラ
ッ
ク

と
し
て
分
布
す
る
。

27
13

○
△

1.
5

＋
＋

○
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

△
＋

＋
＋

○
×

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
数
粒
程
度
含
ま
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー

ル
型
が
認
め
ら
れ
る
。
孔
隙
は
網
目
状
の
ク
ラ
ッ
ク

と
し
て
分
布
す
る
。

28
阿
高

○
×

2.
2

△
＋

○
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

△
＋

＋
△

×
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

が
認
め
ら
れ
る
。
素
地
は
，
試
料
表
面
部
に
お
い
て

淡
褐
色
，
内
部
に
お
い
て
黒
褐
色
を
呈
す
る
。

29
指
宿

△
×

1.
5

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

＋
△

○
◎

＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

が
認
め
ら
れ
る
。

30
指
宿

○
△

1.
4

＋
＋

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

＋
○

△
○

＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
卓
越
す
る
。
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表
２
⑷

胎
土
薄
片
観
察
結
果

砂
粒

砂
粒

の
種

類
構

成

鉱
物

片
岩

石
片

そ
の

他

試 料 番 号

土 器 型 式

全 体 量

淘 汰 度

最 大 径

孔 隙 度

方 向 性

粘 土 残 存 量

含 鉄 量

備
考

石 英

ト リ デ ィ マ イ ト

カ リ 長 石

斜 長 石

斜 方 輝 石

単 斜 輝 石

角 閃 石

酸 化 角 閃 石

ア ク チ ノ 閃 石

パ ン ペ リ ー 石

白 雲 母

黒 雲 母

緑 廉 石

電 気 石

ジ ル コ ン

不 透 明 鉱 物

チ ャ ー ト

頁 岩

砂 岩

凝 灰 岩

黒 曜 岩

流 紋 岩 ・ デ イ サ イ ト

粗 面 岩

ガ ラ ス 質 安 山 岩

安 山 岩

多 結 晶 石 英

花 崗 岩 類

石 英 斑 岩

結 晶 片 岩

黒 雲 母 片 岩

緑 色 片 岩

緑 色 岩

鉄 石 英

火 山 ガ ラ ス

植 物 片

海 綿 骨 針

珪 藻

植 物 珪 酸 体

31
組
織 痕

○
×

1.
7

＋
△

＋
＋

＋
○

＋
△

＋
×

×
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

が
認
め
ら
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
卓
越
す
る
。

素
地
は
，
試
料
表
面
部
に
お
い
て
褐
色
，
内
部
に
お

い
て
黒
褐
色
を
呈
す
る
。
凝
灰
岩
は
溶
結
凝
灰
岩
様

で
，
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。

32
組
織 痕

○
×

3.
1

＋
△

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

＋
△

△
○

＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

が
認
め
ら
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
卓
越
す
る
。

角
閃
石
の
一
部
に
は
，
弱
酸
化
角
閃
石
化
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。

33
組
織 痕

○
×

2.
8

＋
○

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

○
＋

△
△

○
＋

素
地
は
，
内
面
側
に
お
い
て
黒
色
，
外
面
側
に
お
い

て
淡
褐
色
を
呈
す
る
。
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル

ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型
が
認
め
ら
れ
，
バ
ブ
ル

ウ
ォ
ー
ル
型
が
卓
越
す
る
。

34
浅
鉢

○
△

1.
3

△
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

＋
△

○
○

＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

が
認
め
ら
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
卓
越
す
る
。

35
浅
鉢

○
×

2.
7

＋
△

＋
＋

＋
＋

△
＋

○
＋

△
×

○
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

が
認
め
ら
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
卓
越
す
る
。

36
成
川

◎
△

1.
5

△
○

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
○

＋
×

×
○

＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型

が
認
め
ら
れ
，
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
が
卓
越
す
る
。

量
比

◎
：
多
量

○
：
中
量

△
：
少
量

＋
：
微
量

×
：
な
し

程
度

◎
：
強
い

○
：
中
程
度

△
：
弱
い

×
：
な
し
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図版１ 胎土薄片⑴

１．試料番号１ 1a ８-a-12 貝殻無，角筒，リボン 縄文早期

２．試料番号５ 1b 29-b-５ 二重貝殻，角筒 縄文早期

３．試料番号28 2a 48-a-１ 縄文中期

４．試料番号18 1e 38-a-13 貝殻押印，楔様 縄文早期

Pl：斜長石 Kf：カリ長石 Bi：黒雲母 Opx：斜方輝石 Ho：角閃石 Gr：花崗岩

Ry：流紋岩 Tf：凝灰岩 Sh：頁岩 Gr-s：緑色片岩 Vg：火山ガラス
写真左列は下方ポーラー，写真右列は直交ポーラー下。

0.5㎜
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図版２ 胎土薄片⑵

0.5㎜

５．試料番号22 1f 40-d-９ 外反 縄文早期

６．試料番号24 2b 42-a-１ 縄文前期～中期

７．試料番号32 3b 晩20 縄文晩期

８．試料番号36 4a F21Ⅲ22285浅鉢 弥生

Qz：石英 Pl：斜長石 Opx：斜方輝石 Ho：角閃石 Sh：頁岩 Che：チャート

Vg：火山ガラス P：孔𨻶
写真左列は下方ポーラー，写真右列は直交ポーラー下。

―86―



V02D00 L:HONBUN-17 87 87/01/15/16:51:35 ２本文p77-96 前原遺跡 本文17

鹿児島県前原遺跡出土試料の C年代測定

国立歴史民俗博物館・年代測定グループ

概要

鹿児島県前原遺跡から出土した土器付着炭化物の年代測定を行ったので，その結果を報告する。

試料の採取は2004年10月12日に鹿児島県立埋蔵文化財センターで藤尾慎一郎と小林謙一が採取し

た。資料の出土層位やおおよその所属時期は，鹿児島県立埋蔵文化財センターの前迫亮一及び東和

幸氏によるものである。

試料の前処理は年代測定グループが行い，測定は（株）パレオ・ラボ社によるものである。測定

結果は計測値（補正）とともに実年代の確率を示す較正年代値を示した。また，その根拠となった

較正曲線を示した。今回の年代測定の考古学的目的は，本遺跡の年代を調べることであり，特に縄

文時代早期及び晩期の土器の実年代が推定可能な測定結果を得ることができた。

１ 測定試料

測定した資料は小林・遠部が採取した土器付着物18点（18個体）である。試料については，一覧

を表１に示す。年代測定用の前処理をした結果，このうち11点は炭素量不足で測定できず（表２)，

結果的に７個体について行った。

２ 炭化物の処理

炭化物試料については，註１に記した手順で試料処理を行った。⑴の作業は，国立歴史民俗博物

館の年代測定資料実験室において遠部が行い，⑵⑶の作業の一部を宮田が行い，残りはパレオ・ラ

ボ社に委託した。

３ 測定結果と暦年較正

測定結果は，注２に示す方法で，同位体効果を補正し C年代，較正年代を算出した。表３に測

定結果を示すが，δ C値は，すべて加速器による同位体効果補正のための測定であり，試料自体

の正確な値とは言えない。表には参考値として（ ）で記しておく。

４ 測定結果について

前原遺跡において測定できたのは７個体の土器付着物だが，今回早期についての集中的な測定を

行なったので，その年代値について，検討を行なう。

国立歴史民俗博物館年代測定研究グループが2001年度～2005年度に収集し処理した縄文時代草創

期，早期の土器付着物，共伴炭化材・種実の試料について，土器型式・出土状況・δ C値を含む測

定結果を検討した結果，縄紋時代草創期はおおよそ15,500年前には始まり，おおよそ11,600年前ま

で，縄文時代早期はおおよそ7,000年前までと推定される。

今回測定できた試料は，考古学的に序列を与えるなら志風頭式（KAMB180・180re・183）→加栗

山式（KAMB179・189）→石坂式（KAMB184・184re・185・185re・194re）となる。志風頭式

（9880±30 C BP，9300±25 C BP，9205±30 C BP）と石坂式（8940±30 C BP，8970±25 C
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BP，8840±30 C BP，9015±25 C BP，8900±25 C BP）については有意な年代値の差も得ら

れ，考古学的な位置づけからも妥当である。

しかし，加栗山式の年代値（8745±25 C BP，8405±30 C BP）は志風頭式と石坂式との間に

位置するとされてきた考古学的見解とは合致しない。この相違は，考古学的に何らかの意味をもつ

のかもしれない。なお，KAMB189は他の測定できた10試料と大きく異なり，炭素含有率が19％と

低い値を示し，何らかの汚染の可能性も否定できない。また，加栗山遺跡では8880±150，9100±

125，8630±125 C BPという年代値が報告されており，桐木遺跡では加栗山式土器付着物から

9460±60 C BPという年代値が報告されている（山形2005)。

したがって加栗山式をもう少し年代測定してみる必要性があろう。

以上，不確定な要素も多いが，石坂式は紀元前8200～7790年（95.4％）のどこかに位置づけられ

る可能性が高い。志風頭式はKAMB180と183でかなりの幅を有していたので，180を再度測定

（re）した結果，9300±25 C BPの年代値が得られた。今後検討を重ねる必要があるが，三角山

遺跡の岩本式の測定例は9890±60 C BP（小林2006）であることから，新しい年代値の方が妥当

であろう。加栗山式については再検討する必要があろう。

また，縄文時代晩期の黒川式（新）については較正年代で紀元前895-800年に含まれる可能性が

高い結果を得た。これまでの当該期の年代測定例から判断すると，北部九州では夜臼Ⅱ a・b式に

相当する値と判断される。原山式とされるような黒川式土器の中には，弥生時代早期と判断できる

年代が測定される例もあり，時期幅が存在する可能性も指摘されている（藤尾2006)。晩期は１点

のみの測定のため，今後機会があれば測定を重ねて検討したい。

本稿の測定成果は，平成18年度科学研究費補助金（学術創成研究） 弥生農耕の起源と東アジア

炭素年代測定による高精度編年体系の構築―」（研究代表 西本豊弘 課題番号16GS0118)，平成

18年度科学研究費補助金（C)「AMS炭素14年代を利用した東日本縄紋時代前半期の実年代の研

究」(研究代表 小林謙一)， 西日本における縄文海進期の基礎的研究」（パレオラボ第１期若手研

究者を支援する研究助成）の成果の一部を用いている。

暦年較正については今村峯雄，坂本稔の方法に従う。本稿は，註について遠部慎・宮田佳樹の記

載をもとに，全体を遠部慎・小林謙一（以上，国立歴史民俗博物館）が協議して執筆した。

補注１ 土器付着物については下記の方法で処理した。

⑴前処理：酸・アルカリ・酸による化学洗浄

AAA処理に先立ち，土器付着物については，アセトンに浸け振とうし，油分など汚染の可能性

のある不純物を溶解させ除去した（２回)。AAA処理として，80℃，各１時間で，希塩酸溶液

（1N-HCl）で岩石などに含まれる炭酸カルシウム等を除去（２回）し，さらにアルカリ溶液

（NaOH，１回目0.01N，３回目以降0.1N）でフミン酸等を除去した。アルカリ溶液による処理

は，５回行い，ほとんど着色がなくなったことを確認した。さらに酸処理（1N-HCl 12時間）を

行いアルカリ分を除いた後，純水により洗浄した（４回)。

⑵二酸化炭素化と精製：酸化銅により試料を燃焼（二酸化炭素化)，真空ラインを用いて不純物を除去。

―88―



V02D00 L:HONBUN-17 89 87/01/15/16:51:35 ２本文p77-96 前原遺跡 本文17

 

AAA処理の済んだ乾燥試料を，500㎎の酸化銅とともに石英ガラス管に投じ，真空に引いてガ

スバーナーで封じ切った。このガラス管を電気炉で，850℃で３時間加熱して試料を完全に燃焼さ

せた。得られた二酸化炭素には水などの不純物が混在しているので，ガラス製真空ラインを用いて

これを分離・精製した。

⑶グラファイト化：鉄触媒のもとで水素還元し，二酸化炭素をグラファイト炭素に転換。アルミ製

カソードに充填。

1.5㎎の炭素量を目標に二酸化炭素を分取し，水素ガスとともに石英ガラス管に封じた。これを

電気炉で，およそ600℃で12時間加熱してグラファイトを得た。ガラス管にはあらかじめ触媒とな

る鉄粉が投じてあり，グラファイトはこの鉄粉の周囲に析出する。グラファイトは鉄粉とよく混合

させた後，穴径１㎜のアルミニウム製カソードに600Nの圧力で充填した。

補注２ 測定値について，以下の方法で較正年代を算出した。

年代データの CBPという表示は，西暦1950年を基点にして計算した14C年代（モデル年代）で

あることを示す。 C年代を算出する際の半減期は，5,568年を用いて計算することになっている。

誤差は測定における統計誤差（１標準偏差，68％信頼限界）である。

AMSでは，グラファイト炭素試料の C/ C比を加速器により測定する。正確な年代を得るに

は，試料の同位体効果を測定し補正する必要がある。同時に加速器で測定した C/ C比により，14

C/12C比に対する同位体効果を調べ補正する。 C/ C比は，標準体（古生物 belemnite化石の炭

酸カルシウムの C/ C比）に対する千分率偏差δ C（パーミル，‰)で示され，この値を-25‰に

規格化して得られる C/ C比によって補正する。補正した C/ C比から， C年代値（モデル年

代）が得られる。加速器による測定は同位体補正効果のためであり，必ずしも C/ C/ C比を正確

に反映しないこともあるため，パレオ・ラボ測定分については，加速器による測定を参考として付す。

測定値を較正曲線 IntCal04（14C年代を暦年代に修正するためのデータベース，2004年版）

(Reimer et al 2004）と比較することによって暦年代（実年代）を推定できる。両者に統計誤差が

あるため，統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち，測定値と較正曲線デー

タベースとの一致の度合いを確率で示すことにより，暦年代の推定値確率分布として表す。暦年較

正プログラムは，国立歴史民俗博物館で作成したプログラム RHCal（OxCal Programに準じた

方法）を用いている。統計誤差は２標準偏差に相当する，95％信頼限界で計算した。年代は，較正

された西暦 cal BCで示す。( ）内は推定確率である。

《参考文献》

小林謙一2006「鹿児島県三角山（Ⅰ）遺跡の炭素14年代測定」『三角山Ⅰ遺跡第１分冊縄文時代草

創期編』鹿児島県埋蔵文化財センター

藤尾慎一郎・春成秀爾・小林謙一・今村峯雄・坂本 稔・尾嵜大真「九州の弥生早・前期の実年代」

『日本考古学協会第73回総会発表要旨』日本考古学協会

Reimer,Paula J.et al.2004IntCal04Terrestrial Radiocarbon Age Calibration,0-26Cal Kyr BP
 

Radiocarbon 46(3),1029-1058(30).

M. Sakamoto et al. 2002An Automated AAA preparation system for AMS radiocarbon
 

daging.Nuclear Instruments and Methods in Physics Research B 223-224：298-301.

― 89―



V02D00 L:HONBUN-17 90 87/01/15/16:51:35 ２本文p77-96 前原遺跡 本文17

表１ 採取した試料の情報

試料記号 トレンチ・層位 測定対象 時期 土器型式 器種 付着状況 付着部位 採取日

KNMB-179 C15Ⅴ 土器付着炭化物 縄文早期 加栗山式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-180 G170 土器付着炭化物 縄文早期 志風頭式 深鉢 煤 底部内面 2004/10/12

KNMB-181 5号住居 土器付着炭化物 縄文早期 志風頭式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-182 E16V，E16Ⅳ 土器付着炭化物 縄文早期 志風頭式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-183 G14Ⅴ 土器付着炭化物 縄文早期 志風頭式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-184 表面採集 土器付着炭化物 縄文早期 石坂Ⅰ式 深鉢 煤 胴部内面（下) 2004/10/12

KNMB-185 D29Ⅳ4561 土器付着炭化物 縄文早期 石坂Ⅰ・Ⅱ式 深鉢 煤 口縁部外面 2004/10/12

KNMB-186 4号住居 土器付着炭化物 縄文早期 志風頭式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-187 8号住居 土器付着炭化物 縄文早期 志風頭式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-188 D26Ⅳ，D29Ⅴ，D28Ⅴ 土器付着炭化物 縄文早期 小牧Ⅲa式 深鉢 煤 口縁部外面 2004/10/12

KNMB-189 D18Ⅴ 土器付着炭化物 縄文早期 加栗山式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-190 C20Ⅴ，E17Ⅴ 土器付着炭化物 縄文早期 加栗山式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-191 E3Ⅳ，E4Ⅴ，D3Ⅳ 土器付着炭化物 縄文早期 吉田式 深鉢 煤 口縁部外面 2004/10/12

KNMB-192 E28Ⅳ 土器付着炭化物 縄文早期 吉田Ⅰ式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-193 D30Ⅳ 土器付着炭化物 縄文早期 石坂Ⅰ式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KNMB-194 C18Ⅳ下 土器付着炭化物 縄文早期 石坂Ⅰ式 深鉢 焦 胴部内面 2004/10/12

KNMB-195 土器付着炭化物 縄文晩期 黒川式 深鉢 煤・焦 胴部外面・内面 2004/10/12

KNMB-196 G17Ⅳ 土器付着炭化物 縄文晩期 黒川式 深鉢 煤 胴部外面 2004/10/12

KAMB-179 付着状況 KAMB-179 前処理前 KAMB-179 前処理後

KAMB-180 付着状況 KAMB-180 前処理前 KAMB-180 前処理後

図１ 鹿児島県前原遺跡の年代測定を行なった土器付着物⑴
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図２ 鹿児島県前原遺跡の年代測定を行なった土器付着物⑵

KAMB-183 付着状況 KAMB-183 前処理前 KAMB-183 前処理後

KAMB-184 付着状況 KAMB-184 前処理前 KAMB-184 前処理後

KAMB-185 付着状況 KAMB-185 前処理前 KAMB-185 前処理後

KAMB-189 付着状況 KAMB-189 前処理前 KAMB-189 前処理後

KAMB-196 付着状況 KAMB-196 前処理前 KAMB-196 前処理後
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図３ 年代測定を行なった土器の実測図⑴

KAMB-179

KAMB-194
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図４ 年代測定を行なった土器の実測図⑵

KAMB-180

KAMB-184

KAMB-185

KAMB-183

KAMB-189

KAMB-196
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表２ 採取した試料の分析状況

試 料 番 号
採取量
(㎎)

処理量
(㎎)

残 量
(㎎)

処理方法
回収量
(㎎)

回収/処理
(％)

前処理後
状態

精 製
(mgc)

ガ ス
(mgc)

炭素含有率
(％)

KAMB-179 61.14 42.42 18.72 通常 4.24 10.0％ 良 2.80 1.52 54.3％

KAMB-179re 18.72 通常 0.95 5.1％ 良 0.61 0.00 0％

KAMB-180 70.52 59.38 21.14 通常 7.5 12.6％ 良 6.30 4.06 64.4％

KAMB-180re 21.14 通常 1.87 8.8％ 良 1.11 0.71 63.6％

KAMB-181 32.78 32.78 通常 0.87 2.7％ 良 0.56 0.00 0％

KAMB-182 19.58 19.58 通常 0 0％

KAMB-183 54.21 54.21 通常 16.08 29.7％ 良 5.80 3.23 55.7％

KAMB-184 217.16 74.46 142.7 通常 35.83 48.1％ 良 7.30 4.49 61.5％

KAMB-184re 142.7 78.67 通常 78.67 55.1％ 良 8.53 3.05 35.8％

KAMB-185 145.03 74.17 70.86 通常 13.07 17.6％ 良 5.90 3.42 58.0％

KAMB-185re 70.86 通常 7.83 11.0％ 良 3.07 1.65 53.7％

KAMB-186 59.43 59.43 通常 0 0％

KAMB-187 47.81 47.81 通常 0.67 1.4％ 良 0.10 0.00 0％

KAMB-188 16.98 16.98 通常 0 0％ 良

KAMB-189 53.32 53.32 通常 4.59 8.6％ 良 2.60 0.49 18.8％

KAMB-190 77.8 77.8 通常 0.26 0.3％ 良

KAMB-191 29.71 29.71 通常 0 0％

KAMB-192 16.77 16.77 通常 0 0％

KAMB-193 10.72 10.72 通常 0 0％

KAMB-194 270.05 66.8 203.25 通常 0.45 0.7％ 良

KAMB-194re 203.25 通常 30.52 15.0％ 良 6.47 3.10 47.9％

KAMB-195 11.68 11.68 通常 0 0％

KAMB-196 75.41 75.41 通常 8.34 11.1％ 良 5.50 2.22 40.4％

１）処理方法の通常は補注⑴参照。オートは自動処理機で行ったことを示し、未処理は土壌であったり、採取量が少ないため、分析作

業を実施しなかったもの。

２）前処理後の良/不良は顕微鏡観察でミネラルなど不純物を多く含むものを不良としている。未処理のものや前処理で失われた場合

は空欄としている。

表３ 測定した試料の14C炭素年代（BP）と暦年較正年代（Cal BC）

試料番号 測定機関番号 δ C(‰)
C炭素年代
(BP)

暦年較正年代
(Cal BC)

確率分布（％)

KAMB-179 PLD-4662 (-25.3‰) 8745 ± 25 7940-7920 3.2％

7920-7895 4.7％

7885-7650 87.4％

KAMB-180 PLD-4663 (-25.9‰) 9880 ± 30 9395-9385 0.8％

9380-9270 94.4％

KAMB-180re  PLD-6284 (-36.3‰) 9300 ± 25 8625-8525 71.9％

8520-8470 23.5％

KAMB-183 PLD-4664 (-26.0‰) 9205 ± 30 8540-8510 8.0％

8485-8305 87.5％

KAMB-184 PLD-4665 (-27.0‰) 8940 ± 30 8250-8165 41.4％

8120-7970 54.3％

KAMB-184re  PLD-6285 (-28.3‰) 8970 ± 25 8275-8195 79.4％

8110-8090 3.1％

8075-8065 1.0％

8040-7985 12.0％

KAMB-185 PLD-4666 ”(-24,.3‰)” 8840 ± 30 8205-8105 28.6％

8095-8035 11.4％

8010-7790 55.4％

KAMB-185re  PLD-6286 (-25.9‰) 9015 ± 25 8280-8230 95.4％

KAMB-189 PLD-4667 (-29.1‰) 8405 ± 30 7545-7450 87.5％

7405-7365 8.0％

KAMB-194re  PLD-6287 (-22.6‰) 8900 ± 25 8220-8160 23.7％

8150-7965 71.7％

KAMB-196 PLD-4668 (-27.0‰) 2680 ± 20 895-870 12.9％

860-855 1.9％

845-800 80.6％
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炭素14年代測定結果グラフ⑴
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Ｃ地区石槍・砥石出土状況

図版
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V02D00 L:ZUHAN-2 40 87/01/15/17:09:59 図版21-40 前原遺跡 図版21-40

Ｃ地区石槍出土状況

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 41 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57
 

P:INATOMI G:TRY J:MAEBARU2 キ：キャビネット 引：トライ社 バ：前原遺跡２

縄文時代早期土器

図版

―41―



V02D00 L:ZUHAN-3 42 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

３類土器

２類土器

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 43 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

１類土器 ２類土器

２類土器 ２類土器

2001 973

838 1160

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 44 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

２類土器 ２類土器

２類土器 ２類土器

786 906

825 1222

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 45 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

２類土器 ２類土器

３類土器 ３類土器

835 1275

787 1296

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 46 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

３類土器 ４類土器

４類土器 ４類土器

1510 2027

260 2028

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 47 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

５類土器 ６類土器

７類土器 ８類土器

2045 2046

410 1680

図版

―47―



V02D00 L:ZUHAN-3 48 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

９類土器 ９類土器

阿高式土器 縄文後期土器

487 488

2206 2216

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 49 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

縄文晩期土器 縄文晩期土器

縄文草創期土器

2239 2248

28 25

26
27

29
30 31

32

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 50 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

２類土器⑴

922
909

919

904

934 944

908

948

962

966

949

925

953

1278
1282

960 1285 1289

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 51 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

２類土器⑵

976 978
987

998

1060 994

1091

1097
1111

1125

1163

1135

1137
1162

1187

1228 1268 1270

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 52 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

３類土器

1295 1309

1332
1325

1333
1339 1349

1354

1461

1472
1506

1507

1516
1548 1515 1615

1588

1663

1668 1679

図版

―52―



V02D00 L:ZUHAN-3 53 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

４類土器

261

262

265

274

279
286

278

282

287

267

280

314

313

288 292
297

309
291

323 311 2040 2041

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 54 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

５・６類土器

326
331 328

332 340

339

341

338

350

353 355

359

373
360 389

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 55 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

７・８類土器

396

393

415 413

404

430

424
437

446

445

447

456

455
473 466

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 56 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

11類土器

500

503

501

502

505

504

508

506

図版
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V02D00 L:ZUHAN-3 57 87/01/15/17:27:28 図版41-57 前原遺跡 図版41-57

その他の土器

509

510

511

1687
788

513

1686

2065 2066
2064

512

1689

1690

1691
1693

1692
1694

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 58 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79
 

P:INATOMI G:TRY J:MAEBARU2 キ：キャビネット 引：トライ社 バ：前原遺跡２

旧石器⑴

旧石器⑵

細石刃・石鏃

21

18

15

14

16

17

24

10

20

19

12

23

22

13

11

33

34

36

35

37

41 42
38

42

39
44

40

１ ２

３

４

５

６

７
８

９

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 59 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ａ地区石槍・石匙

Ａ地区 石鏃（Ⅴ層)

Ａ地区 石鏃（Ⅳ層)

601 602 603

604

605

606 607
608

609
610 611 612

613 616

615

614

617
618 619 620 621

622

623

626

624

625

627

628

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 60 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ａ地区 石斧・研磨石器

634

630

629

631

632
633

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 61 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ａ地区 凹石

Ａ地区 敲石

654 637 635

640 639 657

638 656 655
636

663 644 664 643 662

660 641

642
667

647 645 658

661 665

668

666

659 646

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 62 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ａ地区 磨石

Ａ地区 石皿

671 651 649

670 669 672 674

652 653 673 648 650

676

677

図版

―62―



V02D00 L:ZUHAN-4 63 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 磨製石鏃ほか

Ｂ地区 石鏃（Ⅳ層)

Ｂ地区 石鏃（Ⅴ層)

1701
1702

1703 1704 1705 1706 1707 1709

1710 1711
1712 1713 1714

1715

1716 1717

1718 1719 1720 1721 1722 1723

1724 1725
1726 1727

1728 1738
1739 1740

1732 1734 1736

1733 1735 1729

1737 1730 1731

1741
1742 1743

1745 1744 1746

1748 1747

1750

1752

1751

1749

1708

図版

―63―



V02D00 L:ZUHAN-4 64 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 研磨石器

1754
1755

1756

1757

1758
1759

図版

―64―



V02D00 L:ZUHAN-4 65 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 礫器

1760

1761

1762

図版

―65―



V02D00 L:ZUHAN-4 66 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 砥石

1764

1763

1765

1766

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 67 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 石斧（Ⅴ層)

1767

1770

1768

1769

1771

1772

1774

1775

1779

1773

1777
1778

1776
1780

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 68 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 石斧（Ⅳ層)

1782

1783

1792

1794

1793

1786

1785

1789

1788

1795 1791

1787
1784

1790

図版

―68―



V02D00 L:ZUHAN-4 69 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 凹石

1802

1837

1798
1835

1836

1801

1800
1838

1840

1805

1796

1841

1806

1834

1799

1810

1807

1811

1803

1808

1809

1842

1839

1843

1804

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 70 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 敲石

1817

1821

1851

1819
1849 1818

398

1850

1844
1845

1816

1820

1814

1848

1846

1812

1813

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 71 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 磨石・石皿

1857

1822

1852

1853

1826

1832

1824

1854

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 72 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｂ地区 石皿

1859

1861

1860

1867

1862

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 73 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

石鏃

2302
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2312
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2306 2307 2325

2313 2301
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2316
2320

2319 2314 2324
2311
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2114 2112 2110 2116 2115

2117 2118
2119

2120 2121
2123 2125 2122
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2126

2128
2129

2130
2131

2133

2132

2134

2103 2101 2104 2102

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 74 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｃ地区 磨製石槍・砥石

2136

2135

図版

―74―



V02D00 L:ZUHAN-4 75 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ｃ地区 敲石・磨石・石皿

2142

2140

2139

2141

2143

2144

2145

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 76 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ⅲ層 石鏃・磨製石鏃

2328
2329

2330
2331

2332

2333 2334
2335 2336

2337 2338
2339

2327
2326

2340

2341
2342

2343

2344
2345 2346

2347

2348
2349

2350

2351
2352 2353

2354

2355
2356 2357

2358

2359

2360

2361 2362

2363

2364

2365
2366 2367

2368

2369 2370
2371

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 77 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ⅲ層 スクレイパー，礫器・砥石

2376

2377

2372 2373

2374

2375

図版
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V02D00 L:ZUHAN-4 78 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ⅲ層 石斧

2378

2379

2380

2381

2382

図版

―78―



V02D00 L:ZUHAN-4 79 87/01/15/17:07:54 図版58-79 前原遺跡 図版58-79

Ⅲ層 凹石・敲石・磨石

1831

1828

1823

1827

1833

1855

1829
1830

370

2383
2384

2385

2386 2387

図版
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V02D00 L:ZUHAN-5 80 87/01/15/17:41:02 図版80-82 前原遺跡 図版80-82
 

P:INATOMI G:TRY J:MAEBARU2 キ：キャビネット 引：トライ社 バ：前原遺跡２

マスコミ取材

図版
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V02D00 L:ZUHAN-5 81 87/01/15/17:41:02 図版80-82 前原遺跡 図版80-82

体験学習

東昌小 春山小

石谷小 松元小

西陵小 作業員説明会

図版

―81―



V02D00 L:ZUHAN-5 82 87/01/15/17:41:02 図版80-82 前原遺跡 図版80-82

調査指導

小林博昭氏 佐藤宏之氏

新田栄治氏 犬飼徹夫氏・新東次長

下野敏見氏 西健一郎氏

図版

―82―



V02D00 L:OKU-2 83 87/01/15/17:08:52 奥付２ 前原遺跡 奥付 ２分冊

P:INATOMI G:TRY J:MAEBARU2 キ：キャビネット 引：トライ社 バ：前原遺跡２

あ と が き

南九州西回り自動車道が一部開通し，鹿児島市から約30分でいちき串木野市に行く

ことが出来るようになった。平成３年に鹿児島西 ICから伊集院 ICまでの確認調査

を行ったが，道なき台地の調査では，皆ロープを頼りに崖を登り降りした事。重機で

道を造りながら確認調査を行ったが，表層下位がシラスであり，１日で調査を終了し

たことなど走馬燈のように蘇る。

そのような確認調査の結果，９か所の遺跡が確認された。最初に本調査が行われた

遺跡がこの前原遺跡であった。平成３年から平成８年までの長期にわたり調査を行っ

たことで，縄文時代早期の住居跡・道跡・集石など，約9,500年前の縄文の村が想定さ

れるようになった。それらは，マスコミ等でも取り上げられ全国から注目を浴びる遺

跡になった。朝６時30分から霜柱を踏みながら，生放送で全国に放映された「ズーム

イン朝」は記憶に残るところである。

また，鹿児島市内に近かったこともあり，多くの学生が発掘に参加し，現在，鹿児

島県立埋蔵文化財センターや市町村の文化財担当職員になり，各立場で活躍してい

る。うれしい限りである。

発掘調査も大変であったが，報告書作成については，年数が経っていることから，

困難を極め，苦労した面もあった。それでも，ここに報告書を刊行することが出来

た。万全を期したつもりであるが，必ずしも充分といえないものになった。今後，検

討を要するものも多いと思うが，機会をみて不備を修正し，その責務を全うしたい。

調査にあたり便宜を図ってくださった旧松元町教育委員会，発掘作業員として御協

力いただいた地元の方々に心より感謝申し上げます。

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（ )

前
まえ

原
ばる

遺 跡
(第Ⅱ分冊)

発行日 年 月

編 集 鹿児島県立埋蔵文化財センター
〒899-4318

鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森 番 号

TEL 0995- - （FAX 0995- - )

印 刷 株式会社トライ社
〒892-0834

鹿児島市南林寺町 －
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